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　瀧たき沢ざわコーポレーション。

　広告会社でも大手のこの会社に大卒で就職して３年。

　三み上かみ織おり衣えは、忙しくも充実した日々を過ごしていた。

　自宅から最寄り駅まで徒歩１５分、会社のある駅に降りて更に徒歩１５分でようやく瀧澤コーポレーションのビルが見えてくる。

　前社長が興した瀧澤コーポレーションは、設立５０周年を迎えようとしていた。

　入社試験をクリアし、この会社に入れたとき、どれだけうれしかったかわからない。

　大学時代から、広告会社で働くことを夢に見ていた織衣にとって、念願叶った入社だった。

　バイトは居酒屋やカラオケ店で接客業をしていたから、きっと今までしてきたことも生かせると確信してもいた。

　面接時に、代表取締役社長と接して感銘を受けたこともあり、とにかくこの会社に入りたかった。配属されたのは、情報システム部。パソコン作業をメインでする部署である。

　織衣は、入社して最初のボーナスで、ノートパソコンを買い家でもパソコンを使えるようにし、会社での仕事にも役立てるようにした。

　どんな仕事をしたいというのを決めたのは大学に入ってからだった。

　幼い頃から、お菓子や食品のテレビＣＭを見ては、その商品を食べたくなり母親にねだっていた織衣は、視聴者に興味を持たせるＣＭはどうやって作るのだろうと考えるようになった。

　毎日、繰り返し流れる映像に惹きつけられてその商品を手に取って見たくなる。高校生になった頃には、興味の対象がお菓子から化粧品に変わっていった。

　お小遣いやバイト代でプチプライスのコスメを買い揃えたときのワクワク感を忘れられず広告会社への就職を考えるようになった。学部は問われず、入社してからの実務経験で仕事を学べるというのも、この業界を志すきっかけだった。

　仕事は順調で入社から３年が過ぎた織衣だが、恋人いない歴も３年を数えようとしていた。大学４年の頃に交際していた人と別れて以来、仕事一筋で生きていた。

　周囲には慕われ人を寄せつけている織衣だが、現在はひとり身だ。

　そのことを寂しいと思うことはなかったのだが、憧れている人物がひそかにいた。

　部署の上司である瀧澤孝たか哉やだ。

　口にも顔にも出していないので、誰にも気づかれていないはずだと、織衣はランチの最中にも想いをはせた。

　

　社員食堂で、いつものように怜れい子ことランチをとっていた。

　二人とも同じ日替わり定食を頼んだ。今日は焼き魚をメインに煮物とお漬物のセットだった。食事後は、午後の就業までお茶をして雑談に花を咲かせるのが常だ。

　今日は、怜子が手作りのクッキーを持参してくれ、コーヒーを淹れてきた織衣に差し出した。怜子にカップを差し出すと交換でクッキーの袋が手渡されて微笑む。

　織衣がお菓子を持ってくる日は、怜子がコーヒーを淹れることになっている。

　今日は怜子の番で彼女の作るお菓子が好きな織衣は社食より楽しみだった。

　コーヒーのカップを傾けながら、怜子が口を開いた。

「織衣、最近どうなの？」

　冗談交じりの軽口に、怜子の言いたいことを察し笑みを返す。彼女は、恋バナをしたいのだろう。交際して１年以上の恋人がいる彼女は、女性らしい魅力に溢れていた。

　ふわりとパーマをかけた栗色の髪をバレッタで留めている。華やかで柔らかな雰囲気は、女性社員の憧れだ。気さくな性格で、男女問わず慕われている彼女との出会いは、入社した三年前。

　情報システム部に配属されて、右も左もわからなかった織衣に、先輩として仕事のアドバイスをくれる内に、プライベートでも仲良くなった。

　怜子は、先輩だが織衣にとっては友と呼べる存在だ。お互いによき理解者であり、相談事があったら、一番に話す関係だ。

「仕事だけです。怜子さんは順調ですか？」

「ええ」

　思った通りの答えが返ってきて、そのまぶしさに怯ひるんでしまう。かなわないなと感じた。クッキーは、塩分の度合いがちょうど良く市販のものよりおいしかった。

　午後の仕事が始まって早々、情報システム部を統括する人物が部署のあるフロアを訪れた。

　さらさらの黒髪、長身に引き締まった体躯、甘く整った容姿だが、視線の鋭さには近寄りがたい雰囲気も感じさせる。

　彼が瀧澤孝哉だ。会社の御曹司である彼は、部長職にいながらも気さくな態度で皆から慕われていた。織衣は、一見近寄りがたい氷のような雰囲気を持つ孝哉が、実は優しい人だと知ってから、気になっていた。

　上司として尊敬しているだけで、恋しているわけじゃない。

　言い聞かせながらも、瀧澤が近くにいると胸が騒いでしまう。

　微かに香る匂いは、香水だろう。

　意識すればするほど心拍数があがり頬の熱も高まる。

　織衣は、唇を尖らせ瞳に力を込めた。

　厳しさの中に温かさを持ち合わせている彼を慕うのは老若男女問わない。部長は、穏やかだが隙すきのない物腰で、デスクを回って社員に声をかけていく。

　仕事をしている様子を人に見られるのは緊張するが、ふだん通りを心がけていれば大丈夫だ。

「三上さん、田た崎ざきさん、お疲れ様。今週は少し仕事が多くて申し訳ないんだけど、今日は残業を頼めるだろうか？」

　部長は労をねぎらいつつ、残業できるか聞いてくる。

「はい。私は大丈夫です」

　隣では怜子も了承を伝えている。瀧澤は、ありがとうと微ほほ笑えんで自分のデスクへと戻っていった。

　朝から残業の予感がしていたし、特に用事もないので断る理由もない。

　どうしても都合の悪い人は帰ってもよかったが、就業後部署のあるフロアにはほぼ全員が残っていた。

　仕事熱心で、有能な社員が集まっていると評判の部署にいられるのがとてもうれしい。

　残業が終わるころ、ちょうどいいタイミングで瀧澤部長が部署のあるフロアを訪れた。

　午後７時を回り窓から見える景色は、夜景に切りかわっている。

「みんな、ご苦労様。好きなのを選んで」

　瀧澤部長が声をかけると皆が部長のデスクに向かっていく。

　微糖と無糖の缶コーヒーから、微糖を選んで織衣は瀧澤にお礼を言った。

「ありがとうございます」

「三上さん、田崎さん、ありがとう。ご苦労様」

　瀧澤の微笑みが、砕けたものだったのでドキッとした。

　誰もが彼の笑顔に惹きつけられるのだろう。

　気づかれていないと思うが、顔をそむけてしまう。

　部長からの差し入れを飲み和やかな雰囲気の中、お疲れさまを言い合った後、怜子も含め、部署の社員は散り散りになっていった。

　仕事が終わっているのに帰る気になれず気づけば部署のあるフロアに瀧澤と２人残されていた。

　思えば２人きりになるなんて、初めてかもしれない。

　瀧澤は、自分のデスクでコーヒーを飲んでいる。

　織衣は、無意識に彼へ視線が引き寄せられていた。

「部長は、まだ帰られないのですか？」

「三上さんと話がしたかった」

　こちらをまっすぐ見つめる瀧澤は立ち上がり、織衣のいるデスクの隣に座った。

　先ほど帰った男性社員の席だ。

「残業、お疲れ様」

「お疲れ様です」

　改めて、個人的に言われ変な気分になる。目を細めてこっちをじっと見てくる孝哉の仕草に、顔が熱くなってくる。

　顔を背けるのはあからさまで失礼だと言い聞かせると自然と目に力が入る。

　見つめ返す格好になった。

「どうした？」

「部長とこんなふうに２人でお話をする機会もなかったですし、緊張します」

　心からこぼれ出たのは偽らざる本音だった。

「もう仕事は終わったんだ。緊張するなよ」

「じゃあ、そんなに見ないでください」

　言い返すと、瀧澤は、すまないと言い織衣から視線を外した。

　頰ほお杖づえをつく姿も絵になるからなかなか憎らしい。

「三上さんと初めて仕事以外の場で絡んだのは、新入社員歓迎会のときだったじゃないか。覚えてないのか」

「あれは他の人もいたじゃないですか。いきなりデュエットを申し込まれて、驚いたんですよ」

　あのときのことを思い出すと、顔が赤くなってしまう。

　他の社員もいたのに、瀧澤は織衣をデュエットに指名した。

「部長権限を振りかざしたわけではないが、嫌だったか？」

　今更なことを聞かれて、きょとんとするがすぐに頭を横に振った。ズルい尋ね方なのに嫌じゃない。

「他にも歌いたい人がいたかもしれませんし、私でよかったのかなとは思いました。個人的には、１人では歌わなかっただろうし、そういう機会をくださって感謝しています」

　あの日が、仕事以外で初めて話した日だったと今更ながら思い出した。毎年、瀧澤部長の声掛けで、新入社員歓迎会は行われている。

　

　織衣が、新入社員として参加したのは３年前の４月のこと。大学を卒業し、第１志望の広告会社に入れた喜びと、慣れない仕事に四苦八苦していた織衣は、粋な計らいをしてくれた部長に好感を抱いた。

　歓迎会は、ホテルの宴会場で行われた。瀧澤コーポレーションは、毎年同じ会場で、新入社員の歓迎会を行っている。

　会社主催なので、社員の負担はないが特別な事情がない限り全員参加が決まりとなっている。

　新入社員歓迎会場の入り口には、瀧澤コーポレーション・新入社員歓迎会一同様と立札がかけられていた。社員たちが、ぞろぞろと会場内に吸い込まれていく中、織衣も怜子とともに会場に足を踏み入れた。

　部署によってテーブルが振り分けられており、奥側に情報システム部のテーブルはあった。

　社長のあいさつの後、歓迎会は始まった。

　テーブル席に着くと、料理が運ばれてきた。

　ゆっくり食事を進めていた織衣は、席を回ってきた瀧澤に気づいて視線を向けた。

　職場で接するときは厳しい態度だが社員を大事にする人物というのは入社してしばらくしてわかった。

　指揮と幹事を務める瀧澤部長は、部署新入社員に一人一人声をかけ、これから一緒に頑張ろうと励ましていた。

「三上さん、おかわりどうぞ」

　瀧澤は、グラスを差し出すように言い、ノンアルコールカクテルのおかわりを注そそいでくれる。

　そのとき、軽く手が触れて、妙に胸が騒いだ。

　思わず口をゆがめて手をひっこめた織衣に、瀧澤は気遣うように声をかけてきた。

「ここは会社じゃないから、硬くならなくていいよ」

　その言葉に、ようやくリラックスできた織衣は、部長に笑みを返した。

「三上さん、仕事にはもう慣れたかな。いつも頑張っているね」

「まだ慣れなくて右往左往していますが、ありがとうございます」

　本気で言っているのがわかり、内心照れた。必死で仕事を覚えようとしているが、まだ慣れたとは言い切れなかった。飲み会も進み、皆が盛り上がってきたところでカラオケ大会が始まった。

「参加は自由です。歌いたい人は、申し出てくださいね！」

　部長のそばでサポートしている社員が、声をかけているのを聞いて首を横に振る。

　カラオケは好きだが、人前で歌うなんて慣れていない。順番に、歌いたい社員が、好きな曲をいれていく。

　瀧澤部長も、社員が何人か歌った後で美声を響かせていた。ノリのいい雰囲気だが、参加をたずねられても歌う気にはなれない。

　別の人に、マイクが回ろうとしたとき、瀧澤がマイクを掴みこちらを振り向いた。

　カラオケ機器備え付けのマイクを持ってくると彼は、織衣に差し向けた。

「三上さん、歌うのは嫌いかな？」

「人前で歌うのが、苦手なんです」

「俺も実は苦手なんだ。でも上司だからいい所見せなくちゃいけないから」

　瀧澤は、声を潜めてささやく。何でもできる男の意外な１面を知った。

「デュエットしないか？ 嫌なら断ってくれていい」

　思わぬ提案にうなづいた。弱音を見せてくれた瀧澤に親近感を覚えたのかもしれない。

　織衣は気後れしたが、信じて飛び込んでみようと思いマイクを受け取った。隣に並び立ち、瀧澤の隣でマイクを握った。

　デュエット曲は、男性パートと女性パートにわかれておりサビの部分は一緒に歌うようになっていた。

　人前で歌うことにも慣れていないが、よりにもよって会社の上司とデュエットすることになるとは思わなかった。

　恋人同士のデュエット曲を皆が憧れるイケメン上司と歌うシュチエーション。

　織衣は、なるようになれと思いながら歌った。

　歌い切った後、盛大な拍手が巻き起こり、瀧澤の美声のおかげだと思った。

　同じ部署の面々の視線を感じ、真っ赤になった織衣は、隣から声をかけてきた人物を見上げた。

「歌、上手いじゃないか」

　瀧澤が、織衣の方を向いて讃たたえてくる。

「部長に言われたら、つらいものがあるんですが」

「そんなことない。自信を持つといい」

　軽く笑い肩を叩いてきた孝哉の手は、温かく胸の鼓動が跳ねた。

「ありがとうございます」

　語尾がかすれたのが恥ずかしくて、顔を横に向けてしまった。

　席に戻ると、瀧澤は同じ部署の女性社員に声をかけられていた。

「部長、素敵でした」

「三上さんが、フォローしてくれたおかげで楽しく歌えたよ」

「三上さん、部長と一緒に歌えてうらやましい」

　瀧澤は次のデュエットを誘われていたが、さらりと断っていた。

「また飲み会のときにでもね。俺も緊張が解けて一息つきたいんだ」

　女性社員には瀧澤と歌ったことをうらやましいと言われ、男性社員も織衣の歌を褒めてくれた。

　

　あの日を忘れたことは１度もない。でも仕事以外で話す機会がなかなかなく、つい構えてしまう。

　あの夜のことを鮮明に思い出せば、心臓が鳴り始めてしまう自分がいてなぜなのだろうと思う。

　瀧澤は上司部下の関係よりラフな距離感で接してきている。缶コーヒーを飲み干すと、孝哉の視線を感じた。

「この後、食事にでも行かないか？」

　この場には織衣しかいないので、こちらに言ったのは間違いない。

　二年前の新入社員歓迎会でデュエットに誘ってくれたときを思い出す。

　あのときも瀧澤は、真っすぐ織衣に視線を向けて伝えてきたが今とは状況が違う。

　他の社員が周りにおらず織衣と二人きりだ。

　上司が部下を気軽に食事に誘うだろうか。

　瀧澤にとって、深い意味はないのかもしれないが意識してしまう。

　憧れていた人からの個人的な誘いだ。

　少し迷ったが、断る気持ちは浮かんでこなかった。

　織衣は逡巡した後、孝哉に向き直った。

　彼を見上げ、首肯する。

「……行きます」

「おすすめの店があるんだ。俺の車が嫌じゃなければ乗ってくれ」

「期待していいんですね」

　瀧澤はうなずく。織衣は瀧澤とともにエレベーターに乗り地下駐車場に向かった。

　社員の大半が退社しているため、数台しか車は駐車されていない。

　その中でも瀧澤の車はひときわ目立っていた。

　車に詳しくない織衣でさえ知っている有名な高級車だ。

　地下駐車場の薄明りの中で、その車はきらきらと輝いている。

　車高が低い車は、車内も狭そうだった。

　織衣に助手席を勧め、乗り込んだのを見ると瀧澤も身を滑り込ませ乗り込む。

　助手席で体がこわばった織衣は、膝の上で手を握りしめた。

「警戒されているのかな」

　ズバリ、言われて咳き込みかける。うつむいた顔は真っ赤だったが見られたくない。

「そんなわけないです」

　尊敬している上司をそういう目で見る方がいかがわしいのかも。たどり着いたのは、瀧澤が行きつけだというレストラン。

「イタリアンだけど、そんなに気取らなくていいお店だよ」

　瀧澤が言う通り、店内もそういう雰囲気でメニューを見て気後れすることはなかった。カタカナのやたら長いメニューが載っていたらどうしようと車の中で考えていたのだ。

　あからさまにほっとした顔が見られてしまい、焦る。

　会社にいるときとは違い、リラックスした雰囲気で余計に意識してしまう。

　車から降りたときにスーツからかすかに香水の匂いがしたのも気がついた。

　タバコの匂いはまったくしなかった。

　過去に付き合っていた人は車の中で喫煙をしていたことを思い出す。

　数少ない恋愛経験の中で、煙草ではなく香水の匂いがする男性はいなかった。

　上司と部下として二年接してきて、二人きりで食事に行く機会を持ったのは初めてで内そわそわしてしまう。

　そんな織衣の胸の内など、瀧澤は知るよしもないのだろう。

「どうしてＯＫしてくれたんだ？」

「……食事に誘われたのが嬉しかったからです」

　ふいに問いかけられ、素直に答えられた自分に驚いた織衣はメニュー表に顔を埋めた。

　どうしてこんなにドキドキするのか、わからない。

「そんな可愛いことされると、参るな」

「可愛くなんてありません！」

　クスッ、と笑われたのでメニュー表を置いて顔を瀧澤に向けた。

　頬が熱くてたまらない。

「部長のおすすめをお願いします」

「了解」

　瀧澤は店員を呼ぶとパスタを２種頼んだ。

　やがて運ばれてきたパスタは瀧澤がペスカトーレ、織衣がボロネーゼだった。サラダとスープもセットになっている。

　お腹の音が鳴っていないか気になったが、瀧澤は気にする様子もない。

　目を輝かせた織衣に、小さな笑い声が聞こえてきた。

「食べようか」

　瀧澤の声に、顔を赤らめる。１口食べると、想像以上においしくて頬をほころばせる。正面では、瀧澤が上品に食事を進めていた。

　パスタを食べ終わると、瀧澤がデザートも食べるか聞いてきたので、うなずいた。

「三上さんの食べる姿は見ていて気持ちがいいな」

「それは、褒めているんですか？」

　織衣は食べることが大好きだが、食いしんぼと思われたなら、恥ずかしい。

「もちろん」

　運ばれてきたジェラートをスプーンですくい口に運ぶ。塩分を取った後だからか甘さでとろけそうだ。

　瀧澤と会社を出てから１時間ほどともにいるが、今まで知らなかった姿を見せられて、新鮮な気分になっていた。

　女性の扱いがスマートで抜群に上手いのも知った。

　ちら、と瀧澤を見ると彼は小さく微笑む。

　胸が、どきりと高鳴るのを感じ、こんな完璧な男性といることに引け目を感じた。

　仕事は頑張っているが、胸を張って会社の役に立っていると言えるレベルではない。

「三上さん、さっきから難しい顔をしているようだが悩み事か？　職場ではないからもっと気楽に話してくれていいんだぞ」

　瀧澤の気遣うような声に、ぐっと胸が詰まり勢いで口を開いた。

「瀧澤部長、私はもっと役に立てる人間になりたいと思っています。もっと効率よく作業したいし、ミスなんてしたくない」

「三上さんは、よくやっている。むしろ、がんばりすぎなくらいだ」

「でも、怜子さんみたいにできないし」

　怜子はいつも要領よく仕事をこなすし、織衣が困っていたら助けてくれる。

「人と比べる必要はない。三上さんにしかできないことがある」

　言い切った瀧澤に、少しだけ肩の荷を下ろせた。

「仕事が大好きだから、もっと残業もしたいんです」

「そんなに社畜になる必要はないさ」

　あきれたように言われて、口をつぐむ。

「仕事の話は、もういいだろう。今日は二人で食事に来たんだから」

「……はい」

　その言葉を合図に瀧澤の雰囲気が、がらりと変わった。

　彼は、確かに上司だが年上の異性だ。

　織衣は、視線を上手く合わせられず困惑していた。

　新入社員歓迎会の日以来、ひそかに気になっていた男性と食事をしている。

　彼にとっては織衣は部下であり数いる女性社員の一人に過ぎない。

　わかっているが、急につめられた距離に恋愛経験の乏しい織衣は勝手に意識してしまう。

「三上さん……、君は付き合っている相手がいたりするか？」

　胸の鼓動が跳ね上がった。

　瀧澤は、視線を一ミリも外さず織衣に問いかけてきた。

「い、いないですよ。ご存知の通り社畜ですからね」

　開き直った織衣だったが、瀧澤は食い入るようにこちらを見つめてくるだけだ。

「だったら俺はどうだ」

　気安く聞かれて、動揺する。こんなに軽く言うものなのだろうか。

　答えを返せずにいると、更に言葉が続いた。

「俺と付き合ってほしい」

「なっ……!?」

　食べ終わっていたジェラートのスプーンを握りパニックになった心を落ち着かせようとした。

　心臓が早鐘を打ち、動揺していた。

　瀧澤は、交際を申し込む前提で食事に誘ったのだ。

「返事は、今じゃなくていい。考えておいてくれるか」

「はい」

　瀧澤が席を立ったので、バッグを手にしてついていく。カードで支払いを済ませてしまった彼に、自分の分を出そうとすると女性に支払わせない主義だと言われた。

　イケメンは、内面まで全部イケメンのようだ。

　その日は上の空で帰宅した。

　

　翌日は、珍しく朝礼の時間に瀧澤部長がやってきて皆に挨拶をして回っていた。

　毎日、放送で社長から仕事開始の挨拶があるので珍しいことだ。

　織衣は瀧澤がデスクの前に来たとき、どきりと胸を弾ませたが、彼はふだん通りの部長の姿で拍子抜けする。

　気にしている自分が馬鹿みたいだと思った。

　会社で仕事をしている姿と、プライベートで見せる姿は別物なのだ。

　織衣は仕事中に、瀧澤を異性として意識していることに気づき、恥じた。

　

　情報システム部に所属している社員は５０名ほど。

　２０代から６０代の幅広い社員が活躍している部署において、瀧澤はとても若い上司だった。

　就業後、姿を見せた瀧澤は帰社していく部署のメンバーと挨拶を交わし合っている。

　織衣が帰り支度を整えたタイミングでやってきたあたり計算しているのだろうか。

「部長、お疲れ様です」

　ちら、と視線を向けて伝えると、瀧澤が口元を緩めた。

「お疲れ様」

　そのまま通り過ぎようとしたところで、呼び止められた。

「考えてくれた？」

　仕事モードからプライベートに切り替えたらしい。

　昨日の食事を思い出すとまた心がざわめき始める。

「誰が見ているかわからない所で、聞かないでください」

　つい、語尾が強くなってしまったが公衆の面前で声をかけてくるのが悪いのだ。

　瀧澤は何も気にしていないらしく、平然とした様子だ。

「誰もいないし、もう就業時間は終わっているじゃないか」

　呆然としている間に距離を詰められて焦り、心臓が暴れだしてしまう。

　息が触れるほどの距離は、昨日よりも近い。

　うろたえて、視線を上向けると瀧澤は柔らかな微笑みを浮かべていた。

「外に出ようか」

「はい」

　さりげなく言われ、同じエレベーターに乗った。

　織衣は、瀧澤とともに地下駐車場まで下りた。

　エレベーターが開いてＢ１階への到着を知らせ、瀧澤が先に降りる。

　１階で降りて正面玄関から出ればよかったのに瀧澤についてきてしまった。

　電車通勤の織衣は地下駐車場に来る必要などない。

　滝澤のペースに乗せられていることに気づいたときには遅かった。

　織衣は視線に気づき、エレベーターを降りる。

　他に人がいないのを確認した滝澤は、声を潜めず織衣に声をかける。

「三上さん、送っていくよ」
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　戸惑いながらも車に乗ることにした。助手席の扉を開かれたので有無を言わさず滝澤の隣に座ることになった。

　彼の車に乗るのは、２度目だ。誘われるまま応じているから、警戒していると言えないかもしれない。

　でも食事をともにした昨日から、滝澤が気になって仕方がなくなっているのだ。

　運転する仕草を横から見つめていると、真剣な表情に心が揺れる。

　滝澤がアパートの駐車場で車を停とめたときを見計らい、彼に尋ねた。

「私と付き合いたいって、本気ですか？」

「冗談では言わないさ」

　軽い調子で言ったのではないとわかっていたが、尋ねずにはいられなかった。

　勝手に期待して傷つく前に、真意を確かめておきたかった。 

　見つめていると、彼が唇を開いた。

「昨日は驚かせてしまったな」

「え、ええ」

　車の中で、二人の気配が濃厚になる。

　瀧澤の息遣いがリアルで、異性と密室にいるのだと意識した。

「三上さん、君が好きだ。俺と付き合ってほしい」

「瀧澤部長……」

　幸いなことに、前後に車の来る気配もない。話をする時間も許されている。

　こちらを見つてくる瀧澤に織衣は瞬まばたきする。

　少し顔が火照っているのを自覚したが、彼に視線を返した。

「君は、仕事をきっちりとこなすし手を抜かない。その真っすぐさ、一生懸命な所にいつからか惹ひかれていったんだ」

　率直に言われて、くらくらしてくる。こんなにも熱く想いを伝えられたのは初めてでうろたえる。

　恋愛から遠ざかっていたのに一気に引き寄せられてしまって悔しい。

　気が強く負けず嫌いな分、他人からの印象はあまり良くないと思っていた。

　こんな風に褒められたことはなくて、うつむいた。

　何でも一人で解決し、弱音も吐かない織衣に元彼は背を向け去って行った。

　別れを告げられたときでさえ涙も流さず強い眼差しを向ける姿に、お前は一人で生きていける、と捨て台詞を吐かれたのは、入社前のことだ。

　大学を卒業し就職してからも交際は続くと信じて将来も夢見ていたが、相手は２年の交際ののちあっさりと織衣を振った。

　それ以来、恋愛からは遠ざかり仕事だけで生きてきた。

　かわいげがないと思われても、いい。強く生きていこう。

　織衣は、そう考えて生きていたが、瀧澤に心を揺さぶられてしまっている。

　彼は、大人で器が大きい。その懐の深さで、包み込もうとしている。

　背の高い瀧澤を見上げ、その端正な姿に視線を反らした。

「三上は素直だな」

　いつの間にか、三上と呼び捨てられていることすら嫌じゃない。

「顔に全部、出ていますよね」

「そこがいいんだ。隠そうとするよりずっといい。かわいいよ」

　瀧澤の言葉は、まだ続いていた。

「きらきら輝く意志の強い瞳も、たまらないんだ」

　重ねて言われて、さすがに動揺した。瀧澤の言葉には、嘘や偽りなど存在していない。

「何で、そんなにすらすら言えちゃうの」

　ぼやいても、何の意味も持たなかった。抱き寄せられて瞳を閉じる。

　あのカラオケのときから、この男性を意識していたのだと思う。

　織衣のアパートの駐車場に移動した車内で、彼が距離を近づける。

　ぐいと腕を引かれ、彼の胸の中に倒れ込む。

　顔をあげると、顎に指がかかり、顔が近づいてくる。

　目を閉じた次の瞬間、唇が重なっていた。

　冷たい感触の唇が、何度か重ねられ、次第に熱を帯びてくる。

　角度を変えて、口づけられ、息が漏れる。すぐに激しいキスに変わり、お互いの吐息が荒くなった。

「ん……っ」

「織衣」

　髪に触れた指が頭ごとかき抱く。もどかしくなった織衣は、指先をさまよわせると瀧澤の裾を掴んでしがみついた。

　かすかに香水の匂いが染みついている。

「っ……ん……ふ……っ」

　息継ぎの間に、舌が潜り込んできて織衣の舌を絡め取る。

　湿った水音を聞くだけで、身体がむずむずしてきた。

　処女の織衣は、この感覚がなんなのかわからず不安になった。

　力の抜けた身体を瀧澤に預けるようにもたれかかる。

「駄目だ。我慢できなくなる」

　ぼんやりしていると瀧澤の独り言が、聞こえてくる。鼻から息が抜けては弾ける。

「織衣、今度からプライベートでは名前で呼んでくれ」

　こくこくと頷うなずく。もう、何も考えられない。

　瀧澤が織衣と呼ぶから織衣も同じように返すのが自然だろう。

「孝哉さん……」

「そうだ。織衣はいい子だ」

　キスが終わると、頭を撫でられる。ふわふわとした心地でいた織衣は、孝哉の声が、魔法のように思えていた。

　下の名前で呼ぶことでプライベートだと実感する。

　孝哉の指が、肩に触れ背中に回る。

　抱き寄せられて腕の中に閉じ込められる。息をついた次の瞬間、腕が離されていた。

　耳元に孝哉の息が触れ、どきっとする。

「この続きはまた今度だ」

　胸が熱くなる。

　言葉の意味を考え、この先に進む期待と不安を抱く。

「織衣、おやすみ。また会社で」

「孝哉さん、おやすみなさい」

　車から降りると運転席から手を振る孝哉に手を振り返した。

　アパートの部屋に戻り、ベッドに身を投げ出す。

　うつ伏せで寝転がりシーツを指先で掴んだ。

　一応、過去に彼氏がいたことはあったが、身体の芯がうずく感覚を味わったことはなかった。

　孝哉は、キスが上手く瞬時に心までとろかせた。

　吐息が乱れ、身体の奥がざわめく感覚がして怖くなった。

　うつ伏せで、枕に顔を埋めて息をつく。

　入浴中も孝哉とのキスや抱擁を思い出して湯船の中でのぼせてしまいそうになった。

　唇に指先で触れ、自分の身体に腕を回す。

　ふう、と息をついた。

　どんな顔をして会社で孝哉に会えばいいのだろう。

　

　翌日、仕事が終わって会社を出たところで携帯に着信が入る。

「織衣、今日もお疲れ様」

「部長……いえ孝哉さんもお疲れ様です」

　歩くのをやめて、彼の声に耳を傾ける。

　孝哉は、部長職と言うこともあり定時で上がらないことも多い。

「明日、金曜日だろう。仕事帰りにデートしよう」

「楽しみです。どこへ連れて行ってくれるんですか？」

　思わず声が弾んでしまう。

　スマートフォンを握りしめる。

　嬉しい誘いに、また鼓動が跳ねた。

「明日を楽しみにしていてくれ」

「はい」

　素直にそう伝えると、電話が切れた。

　明日は、孝哉と夜を過ごすのだろう。

　彼のペースに乗せられていて悔しいが、このまま流れに呑み込まれてもいい気がしていた。

　急速に孝哉に惹かれている自分に気づいていた。

　翌日の仕事は残業もあったので、仕事が終わったのは６時半を回っていた。そのおかげで、孝哉と時間を折良く合わせることができた。

　会社から少し歩いた場所で待っていると、後ろから車がやってきた。織衣の横で軽やかに停まり助手席が開かれる。

　乗り込むと、すぐに車は走り出した。

「お疲れ様」

　いつものように挨拶をするが、上司部下モードではなく恋人同士の会話だ。

　孝哉は、車を走らせながら、ミラー越しに織衣を見た。

「そんなに見ないで」

　ミラーに映る自分の顔は赤い。

　うろたえるほどに視線を送ってくる孝哉がよくないのだ。

「恋人の顔を見ちゃまずいのか」

　しれっと返されて横を向く。車は、アパートではない方向に向かっているのに気づき、心臓が高ぶり始めた。

　織衣が、窓から夜景を眺めている間に、部屋の明かりが点々とともされている建物の前にたどり着く。

　車が停まり、外側から扉が開かれる。

　誘導されるように、その手を取って車を降りた。

　握られた手のひらは、大きく男らしくてごつごつと骨張っている。

　手を引っ込めかけると強く握られて、息をつめる。

　心の震えが指先まで伝わっているかのようだ。

　彼はそれを見逃さない。

「大丈夫だ」

　孝哉の声が頭上から降り注ぐ。

　もう一度指先が絡められ、織衣は応えるように握り返した。

　孝哉と並んで歩き出す。

　後ろではなく隣を歩いた。

　豪ごう奢しゃなホテルの扉をくぐり抜け、受付の前に２人で立った。

「予約している瀧澤です」

　受付の男性は、パソコンの画面で確認する。

「７０７号室を予約されている瀧澤様ですね」

　孝哉が、鍵を受け取るのを横目で見ていた織衣は、部屋を予約してくれていたのだと知り驚いてしまう。腰を抱かれてエレベーターに乗る。

「どういうことですか？」

「コネでいつでも予約が取れるんだ。スイートじゃないけどね」

　余裕たっぷりの発言に、面食らう。

　さすが御曹司だと思ってしまった。

「織衣と、１つになりたい。気持ちが急くなんて初めてだ」

　エレベーターの中で、２人の心音が響く。手を握られると、小さなキスが降ってきた。

　エレベーターが７階につくまでの短い間、キスを交わし続けていた。

　部屋の前で孝哉が、こちらを見つめてきた。

「織衣」

　狂おしそうに名前を呼ばれ、どくんと鼓動が高く波打った。

　孝哉の腕をぎゅっと掴む。

　カードキーを差し込み部屋の扉を開けた孝哉は声を潜め織衣に問いかけた。

「朝まで離してやれそうにないけど、いい？」

「……はい」

　ひどく甘い声だった。

　大好きな人と結ばれる予感に胸が騒がせる。

　自分が処女であることで彼に失望させてしまわないだろうかとか、余計なことを考えてしまうけれど、孝哉に抱かれたい気持ちは増すばかりだった。

　彼がほしい。

　こんなにも強い思いを感じるのは、初めてだった。

　

　扉が開き、中に入ると鍵がかかった。

　孝哉に手を引かれて歩く。

　スイートルームではないと聞いたが、とてもいい部屋だった。

　大きな窓からは、夜景が見渡せる。

　夜空にきらめく街の光が、とてもまぶしかった。

　孝哉が、熱っぽいまなざしを向けてきて震えた。

「お風呂に入りたいんです。仕事が終わった後でしょう」

　仕事帰りなのでまずはお風呂に入りたかった。

「それは却下だな」

「キャッ！」

　横抱きにされた織衣は、ベッドに横たえられてしまう。

　豪華なベッドは、スプリングで弾むこともなく織衣の身体を受け止めた。

　スーツのジャケットはあっけなく脱がされブラウスのボタンに指がかかったので、びくっとする。

　覚悟していたはずなのに、うろたえてしまう。

「織衣、会社以外では敬語をやめてくれないか。俺たちは恋人同士なんだから」

　見下ろしてくる視線はとても熱かった。

「……わかったわ」

「優しくするから安心して俺に身を任せてくれ」

　姿勢を低くし、顔を近づけた孝哉が耳元でささやく。こくこく、とうなずいた。

　きっと、初めてだとばれているに違いない。孝哉を信じて、瞳を閉じた。

　彼の唇が額や頰をかすめて、熱を与えていく。

　好意がない相手なら、こんなふうに身を任せたりはできないだろう。

　唇が、織衣の上唇を食む。チュッ、チュッと音を立てて啄み、重ねられた。

　息が乱れてくると、心臓の音も大きくなる。

　孝哉の舌は巧みに動き、織衣の舌にもつれ合わされる。

「んん……」

　深いキスさえ、初めてで孝哉についていくので精一杯だ。舌を差し出せば、絡めとって吸われる。

　心地よいしびれが支配していく。

「んん……っ……ふあ」

　じゅ、と吸われて舌を嚙まれる。孝哉は、どうやったら落ちるのかわかっているのだ。

　歯列をなぞる舌の動きに捕らわれる。

　その間に、ブラウスのボタンが外されていく。

　孝哉の動きが止まったので、ブラウスを脱がせやすいように腕を上げた。

　荒い息が肩にかかって、彼がどれだけ求めているのかを知った。

　ブラジャーだけを身につけた姿にされると、両腕で胸を隠そうとするのは本能の仕草だろう。

「駄目だ。隠したら見えないだろう」

　言い聞かせる声に操られて、腕をシーツに投げ出す。

　孝哉の視線が、そこに集中しているのがわかって、恥ずかしくなる。

「顔が真っ赤だな」

　孝哉の指が、織衣の頬に触れてつつく。　

　そっと離れた指は織衣の頬の火照りを確かめているかのようだった。

　唇をとがらせる。

　内心で、意地悪と呟いていた。

「あ、明かりを消してほしいの」

　孝哉は、クスリと笑い、お願いを聞いてくれた。

　リモコン操作で部屋の照明が落とされる。

　孝哉が、自分のスーツのジャケットとスラックスを脱ぎ捨てる音が響く。

　覆いかぶさった体が熱い。

　腰に当たるのは、孝哉の肉欲だった。固く立ち上がったソレが下着を押し上げている。

　首筋に髪が触れる。胸に顔を埋めた孝哉が、そこから顔をあげた。

「……だ、駄目」

「これから、織衣をかわいがってあげるから」

　ぎゅっ、と目をつむる。ブラジャーの上から、乳首を食まれて息が漏れた。

　ブラジャーの上で大きな手のひらが動き、丸く円を描いていく。

　生地越しに乳房を揉みしだかれるもどかしさが、小さな火をともしていく。

　もの足りないと感じてしまう。両脚を無意識で孝哉の脚に絡めていた。

「積極的だな」

　かっ、と頰が熱くなる。欲に濡れた声だった。

　孝哉は、ブラジャーのホックを背中で外した。胸が解放されて、すべてがさらけ出される。喉が鳴る音がした。

「綺麗だ……」

　照明が消えていても、孝哉には見えるのだろう。

　直接触れられると、彼の手の感触をまざまざと感じてしまう。

　豊かな乳房は、大きな手からもこぼれてしまう。

「織衣は、スーツの下にこんな魅力的な身体を隠していたんだな」

　ため息が漏れた。無造作な指が、乳首をかすめて離れた。

「あっ……」

「固くなってきている」

　冷静な声音に、赤面する。いちいち報告しなくていいのに。

「ああん……」

　大きな手が両胸を揉みしだく。

　孝哉は、織衣の半開きになった唇に舌を潜りこませて喘ぎを閉じ込めた。指先が乳首に当たるたび、びくびくっと腰がうねる。

　痛いほど張り詰めた頂きを口に含んで、舌で転がされればもう喘ぎは抑えられなかった。

「んん……っ……ふあっ」

　味わうように固くなった先端を舌の先で弄ぶ。チリチリと、肌が燃えてくるようで少し怖い。

　孝哉の指先で固い蕾つぼみを弾かれて、背中が波打った。

　はしたないと思うのに、声は甘く媚こびるようになってしまう。

「強気な眼差しが、大きく見開かれて潤んでいるよ。本当にいじらしいな」

　擦っては、押しつぶし、捻る。

　口の中に含まれた方の尖りは、しっとりと濡れそぼっていた。

　孝哉の大きな手はどこまで織衣を知ろうとするのだろう。

　淫らなキスは熱を高め、頭が上手く働かなくなる。

　ふわふわとした甘さは、心身をとろかせる。暗闇の中で、孝哉の仕草は見えないのに感じ取ってしまう。

　今、どこにキスをして指で撫でたか脳に伝えてくる。もう我慢できないという様子で求めてきたのに、孝哉は余裕を崩さない。

　織衣はとっくに乱れて自分でも制御できなくなっていた。

　自分でも触ったことのない下腹部に、手が置かれたとき、首を横に振った。

　足を閉じようとすると、孝哉の手を挟む形になってしまう。

「そんな所……っ」

「織衣、もっと気持ちよくなっておかないと後がつらいぞ」

　びくん、と肩が揺れる。

「任せておけと言っただろう」

　孝哉の声には驚くほど艶が含まれていて、その声には抗えない引力があった。

　彼の手を摑んで、了承を伝えると孝哉は、秘められたその部分に触れた。

　思わず、瞳を閉じる。

「濡れている。織衣が俺に感じてくれている証拠だ」

　指の先が触れるだけで、そこがしっとりと湿り気を帯びているのが、伝わってくる。

　薄い恥毛を搔き分けて、濡れそぼった秘所を丹念に撫でまわす。

　口元を両手で押さえても、声が漏れ出てしまう。

　彼の指が溝を往復して、秘核を暴かれる。

「ああ……っ……やっ」

　勝手に肌が、わなないて孝哉に応えていた。

　何度か触れられているうちに、硬くなり更に、水音が大きくなってくる。

　魚のように身体をくねらせて、快楽に耐える。

　指の腹が、ぐ、と押しつぶし擦りあげる。

　織衣は、すすり泣く声をあげて孝哉の頭部を手で押さえた。

　敏感になった秘核に触れながら、片方の手が乳房に伸びてくる。

　大きな手のひらに包まれ、指の間に先端を挟まれる。

　やんわりと撫でられて、小さく声を漏らす。秘核を爪の先が弾いて、熱が、わだかまっていく。

　ぶるん、と震えた胸の先を舌が舐める。

「あ、あ、っ」

　ちろちろと、舌を窄すぼめた舌が先端をかすめる。

　秘核には溢れた愛蜜がまぶしつけられている。

　いろいろな場所から刺激を与えられ、快楽から逃げられない。瞳から零れた大粒の滴が肩に落ちた。

「や、やめて……汚いから」

　指で触れていた場所に舌が触れた。孝哉の頭はいつの間にか織衣の足の間に埋められている。

「織衣にそんな所ないよ」

「はう……っ」

　舌で掬いとる。孝哉が丹念に湿り気を拭っても更に水音が増していく。鼻から息が抜け、しどけなく開いた唇からは、滴がこぼれている。

「あ、あ、あっ」

　意味を成さない声を漏らし、孝哉の動きに翻弄される。舌が膣ナ内カに差し入れられて、頤おとがいを逸らした。

　差し込まれた舌は浅い場所を舐めている。指先は、秘裂と、堅い蕾つぼみを撫でまわしていた。

　両脚を押し開いた格好だ。乳房の上で手を交差して自分を抱きしめると、先端に指先が当たり余計に感じた。

「こんなに淫らに応えてくれる織衣が、今まで誰のものにもなってなかったなんて奇跡だな」

　今、ここで孝哉が女性として目覚めさせくれる喜びに身もだえた。舌先で突いていた場所に、指が差し込まれる。

　舌とは違う感触に、身体がかたくなになったが、孝哉は、すんなりとことを進めていく。

　ごつごつとした浅い場所を孝哉の薬指で撫でられると、背筋がぞくぞくとした感覚があった。

　反応を確かめた孝哉は、更に奥へと指を進ませる。

「あ、だ、駄目……っ」

「声が震えているよ」

　ぬるぬるとした動きで、指が出し入れされる。ぎゅ、とシーツを摑む。

「織衣、１度、イこうか」

「ああ……っん」

　１番奥で、指を折り曲げられる。その瞬間、脳裏で火花が散った。

「はああっ……んっ」

　肩で息をしていると、微かな音が響いていてそちらに視線を引き寄せられた。

　孝哉が、避妊の準備を整えて織衣においかぶさる。

　彼の重みがうれしくて胸がきゅんとなる。

「織衣、いいか」

「……聞かなくていい」

　もう孝哉の欲望ははちきれそうだ。くす、と笑われて肩を食まれる。

　秘裂をかすめた肉欲が、切っ先を膣ナ内カに埋めようとしていた。

　身を沈ませた孝哉の背中に腕を回す。

「っ……力を抜け」

「ん」

　どうやら、身体が彼の欲望を押し戻しているらしい。

　苦悶のうめきに織衣は、彼に負担をかけたことを申し訳なく思う。

「深呼吸だ……そうだ。上手だ」

　身体の力を抜くと、さらに彼の欲望が中に入ってくる。

　頭を撫でてくれて安心するように瞳を閉じる。

　膣ナ内カに埋め込まれていくモノの大きさで身体が震える。

　最奥まで貫かれて、悲鳴を上げていた。

「あああっ……！」

「織衣のナカに入った」

　淡々と告げられ、意識する。１番奥に孝哉自身が届いていた。力強く漲みなぎる彼自身が、主張している。

　頰を滑る涙をキスがぬぐい取る。

　そのまま背中を抱きしめられ、ひとつになったと実感した。

　彼の背中にしがみつくと一体感に包まれる。

「孝哉さん、あったかい」

「ああ、お前の膣ナ内カは、最高だ」

　いつの間にか君からお前に変わっている。これが彼の素らしい。

「っ……」

　織衣が少し落ち着いたのを確認した後、孝哉は腰を揺らし始める。いきなり鋭い凶器を往復させ始めたので、途切れ途切れにあえいでしまう。

　痛みが少しずつ引いて声が変わったと孝哉もわかったらしく、攻めが激しくなってきた。

「ふあ……っん」

「織衣……いい」

　揺れる乳房を大きな手が荒々しく揉みしだく。

　彼の手の中で豊かなふくらみは、形を変える。

「あ、だ、駄目……そんな」

　ちゅ、と乳房の先を舌がなぞる。刺激で奥がうごめいた。

「これが、好きなんだな」

「わかんない」

「身体は、正直だぞ」

　ちゅう、と今度は頂を吸われる。びくん、と腰が浮く。

　織衣は、そのまま抱えられ、突き上げられた。

「あ、あ、……ッあ……ふ……あっ」

 　孝哉の膝に、織衣はしなやかな両足を絡める。

　下からの突き上げだとよりつながりを深くなって、感じてしまう。

　首筋に腕を絡めてしがみつく。お互いの身体を濡らす汗がまとわりつく。

「織衣、好きだ……！」

「……ん……私も好き」

　雄茎が、膣ナ内カの１番奥で爆はぜる。

　どくどくと愛の証しが注そそがれて意識が混濁する。

「あ、あ、……」

　かしぐ身体を力強い腕に受け止められて安あん堵どで目を閉じた。

　意識が戻ってきたとき、部屋には朱色の明かりがともされていた。

　腰を抱かれて腕の中に閉じ込められているのに気づいて慌てたが、身をよじれば更に密着した。

　孝哉に横から抱きしめられていてはっとする。

　汗ばんだ肌同士が触れ合っている。

　吐息が肩にかかって、どきりとする。

「織衣」

「え、あ……」

　甘い声が耳に届いた。恋人となり結ばれた人が横からこっちを見ていた。改めて見ると恐ろしいほど造形が整っている。

　４歳違うだけでこんなに大人っぽいものだろうか。

　自分にはもったいないほどの人だと、内心で思った。悔しいから口には出さない。

　どうして私を選んでくれたのか、胸に響く告白を聞いて抱かれたのにまだ不思議でたまらない。

　身体の芯がまだ熱く火照っていて、違和感がある。

　埋められていたモノが、出て行って寂しいような変な気分だ。

　織衣は、顔を横に向けてシーツに埋めた。

「痛くなかったか？」

「……、痛かったけどもう平気……ってどこに顔を埋めているのよ」

　孝哉は、乳房の方に顔を上げて先端をちゅぱちゅぱと吸っている。

「まだ、こんなに硬い」

「は、恥ずかしい！」

「今更じゃないか」

　ちゅう、と吸われ、胎ナ内カが、びくとうごめいた。

「愛し足りない」

　乳房の先端に息がかかり、うめいた。

「駄目……無理っ」

　慌てて否定するも肯定と同じにみなされたようだ。

　孝哉は、いったん離れると、素早く避妊の準備を整える。

　けだるさで自由に動かせない身体は、たくましい男の身体に組み敷かれてしまう。両脚の間には、勢いを取り戻した肉欲が突きつけられている。

「あ、だ、駄目よ。無理」

「そうか。しっかり濡れているけど」

「やん……っ」

　つ、と先端が秘所を叩く。それだけで、胎内のざわめきが大きくなる。

　ぎゅ、と手を繫がれたら、力を抜くしかない。太く硬いみなぎりが、最奥を力強く貫く。首ががくん、がくんと揺れる。再び快楽の淵に落とされた織衣は、熱い飛ひ沫まつを浴びるまで啼き続けた。

　

　白々と夜が明けていく。ぎしり、とベッドの端に重みがかかる。

　彼は下着姿だった。

「そんなに警戒しなくても、襲わないって」

「……よく言うわ」

　喉の奥で笑う声。こんな人だったのか！　と思うけれど抱かれる前より好きの度合いが大きくなっているから、織衣の負けだ。

「入浴の準備を整えたよ」

「……うん」

　手を引かれて起き上がると、朝陽にさらされた身体が孝哉に見られてしまう。

「きゃ……ッ」

「また襲いたくなるからやめろ」

　タオルを渡されるとそれを全身にまとわせて、彼の腕をとった。少しふらつくが寄り添って歩くと安心感がある。

　洗面所にたどり着いてふと疑問に思った。

「お風呂、孝哉さんは入ったの？」

「いや、織衣と入ろうと思って」

「冗談でしょ……」

「冗談だよ。ゆっくり入ってきなさい」

　孝哉が洗面所を出ていく気配に、ほっと息をつく。バスタオルをかごの中に入れると、バスルームの中に入った。

　シャワーの飛し沫ぶきを浴びると愛されたことを思い出す。身体にはじんわりと孝哉に抱かれた痕がある。

　また身体の芯がうずいた。

　今、自分が考えたことが信じられず頭を振ってシャワーに集中した。

　貯められた湯船に入り、ひとつ息をつく。

　入浴が終わり、洗面所に入るとバスローブが用意されていた。

　用意周到な孝哉に呆れつつ纏い洗面所を出る。

　シャワーを浴びた孝哉が、そのあとバスルームに入っていった。

　孝哉が出てくると時計を確認してつぶやいた。

「朝食にしては遅いし、ブランチにするか」

　壁の掛け時計を確認すると１１時になろうとしていた。織衣は、座っていたベッドから降りると、孝哉の隣に並び立った。

　彼は長身で織衣とはかなりの体格差がある。

　着替えたスーツの皺しわを手で整えて孝哉を見ようとしたが、照れてしまう。

「ほら、行くぞ」

　口元を緩め、笑う。レストランでブランチを取ると、ホテルを出た。

「これから、どこへ行こうか」

　ふいに尋ねられ、一瞬考え込む。孝哉はギアの上に置いた手を伸ばして織衣の手を握った。

　こんなふうにされるだけで、胸が高鳴ってしまう。

「そうだな。気ままなドライブでもしよう」

「うん！」

　孝哉は、車を加速させていく。

　車は、海岸沿いを走り窓を開けると、潮の匂いがした。

　車から見える景色は、空と海の青い色が交差する絶景だった。

　映画やドラマでしか見たことがない美しい光景だ。

「少し、歩こうか？」

　孝哉は、車を停めた。

　車から降りると、ベンチの上に並んで座った。

　海風が、頬に吹きつけてきてとても心地よい。

　風で乱れた髪を孝哉に撫でられてドキドキした。

「風が気持ちいいな」

　孝哉の言葉に頷く。

　腰を抱かれて戸惑っていると、身体を引き寄せられた。

「孝哉さん……」

　肩に手が置かれ、彼の顔が近づく。

　青い空と海のコントラストが美しい景色の中、ゆっくりと唇が重なった。

「ん……」

　口づけは、触れるだけのものから濃厚なものに変わっていく。

　身体の力が抜けかけて、孝哉のシャツの裾を掴む。

「好きだ」

「私も好き……です」

　海鳥の鳴き声が聞こえる。

　暫くの間、二人は抱きしめ合い、キスを交わしあっていた。

　キスを交わす間も心臓がうるさく鳴り響いていた。

　甘い微笑、織衣を包み込む大きな身体。

　こんなにも素敵な人とともにいる喜びが胸を満たす。

　仕事もできて、男らしくてかっこいい。

　浮かれた気分だったが、素直にそれを口に出すのは恥ずかしかった。

　夕食を取りアパートに送ってくれた孝哉は、運転席の窓を開けて手招きした。とことこと、彼に近づくと腕が絡んでくる。

　頰から唇にキスをされる。重ね合わされた唇は、一瞬で離れたけれど、結ばれる前とは違う意味合いを持っている気がした。

　アパートの部屋に戻ると、ぽふん、とベッドに身を沈ませる。

　孝哉と過ごした濃蜜な時間を思い出し、頰が火照っていた。

　寝る準備をしたころ、着信があって「おやすみなさい」と伝えられる。声を聞くと会社で会うのが待ち遠しくなった。
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　翌週の金曜日。孝哉と交際が始まり結ばれてから１週間あまりが過ぎていた。

　恋人同士になったが、会社では上司と部下の関係は変わらなかった。

　時折目が合うと、以前より視線に甘さが加わったような気もするが。

　同僚の怜子と食堂でランチを取っていると、彼女が意味深な笑みを向けてきてたじろいだ。

「最近、織衣綺麗になったよね。何かあったの？」

「き、綺麗!?」

「恋人でもできたのかなって。真っ赤になったところを見ると図星ね」

「……ふふ」

　唇をゆるませると怜子が、興味津々の表情を浮かべた。

「できました……」

　もったいぶったつもりはないが、照れくさくて間を置いてしまう。

　怜子の笑みが深くなった。

「最近仕事が順調なのは、恋のおかげもあるのね」

「恋愛と仕事は別ですよ」

　オンオフの切り替えが下手なのは棚に上げて言い切る。

「でも、すごく幸せそう」

「幸せです……とっても」

　コーヒーを飲むふりをして、カップで赤くなった顔を隠す。

　少し強引だがとても優しい大人の男性に愛されてとても幸せだった。

「ごちそうさま」

「もう！」

　茶化すような怜子に、つい声を荒らげる。

　怜子にからかわれても楽しい。午後からの仕事が終わり、孝哉からお疲れさまと電話がかかってくる。

　その声を聞くだけで疲れが癒される気がした。週末の夜、いつものように残業をこなすと、仕事帰りにデートをした。

　孝哉の車に乗るのも自然になり、２人で食事をするのも当たり前になった日常。

「明日はうちに来ないか？」

　テーブルの向かいに座った孝哉が、甘く微笑む。

「行きたい」

「それじゃあ、迎えに行くよ」

　明日のことを考えると胸がときめいてしまう。

　アパートの部屋に戻ると、クローゼットの中から服を取りだし小１時間悩んだ。

　結局チュニックとプリーツスカートの上下を選び、ハンガーにかけた。

　次の日。夕方になろうとしていた時刻、孝哉の車がアパートの外に到着した。

　今か今かと待ち受けていた織衣は、窓からそれを確認すると外に出た。

「織衣」

　車から降りて、立つ姿は颯爽としてかっこいい。嫌になるほどいい男だ。

「もう、遅いわよ」

「すまない。そんなに会いたかったんだな」

　満足そうな笑みを向けた孝哉が助手席の扉を開けてくれる。

「……お仕事、お疲れさま」

　土曜日だが孝哉は休日出勤だった。

　しどろもどろになりながら伝えた。

「織衣が俺の部屋に来るから、気合い入れて片付けた」

　隣に乗り込んだ孝哉が横から織衣の頰に指を伸ばす。頰に触れてくる指は温かくて頰をすり寄せてしまう。

「猫みたいだな」

「ど、どういう意味？」

　孝哉は答えず車を発進させた。車の少ない道を選んで、大きな建物の前にたどり着いた。

　ごくん、と喉が鳴る。車は停まったが、ぼう然としていた。

「着いたよ」

　孝哉に声をかけられてドアを開ける。助手席から降りると、孝哉がそばにいた。

「織衣、いくぞ」

　自然と腰を抱かれて歩き出す。他の男性なら、おぞ気が走っているだろうが彼なら嫌じゃない。

１０階建てのデザイナーズマンションの最上階に、孝哉の部屋はあった。１０階すべてが孝哉の所有だ。

　広い廊下の一番端に玄関の扉があり表札には瀧澤と刻まれている。

「５ＬＤＫ？」

「ああ」

　かちゃり、と扉を開ける。孝哉の後ろから部屋に入っていく。

　部屋に入ると玄関ホールが広がっていて廊下が続いていた。

　間取りの真ん中に位置するリビングに案内された織衣はソファに座るよう促される。

　ジャケットを脱ぎ放ちネクタイを外した孝哉は、織衣にいろいろな部屋を見せてくれた。

　初めて来たというのに、内部を全部案内してくれる彼に驚いていた。

「織衣は俺の恋人だからな」

　孝哉の言葉に微笑む。

　以前、ここに恋人を連れてきたとか気にするほど心は狭くない。

「俺は、特別な人以外簡単に部屋に入れたりしないよ」

「私も、簡単に男の部屋なんて来ないわ」

「ソファーにでも座っていてくれ。コーヒーでいいかな」

「うん。ありがとう」

　リビングの黒いレザーのソファーに座りしばらくすると、コーヒーを乗せたトレイを抱えた孝哉が戻ってきた。

「お待たせ」

　コーヒーの香りが、鼻孔をくすぐる。

「ありがとう」

「俺のコーヒーはおいしいよ」

　自信たっぷりの孝哉に、ふふ、と笑う。カップを傾けると鼻の奥までまろやかな苦みが伝わった。

　甘くはないが、飲みやすい。添えられた砂糖も、ミルクサーバーのミルクも必要ない。

　もともとコーヒーはブラックが好きだが、こんなに飲みやすいコーヒーは初めてだった。

「うん。思ったよりおいしいわ」

　頬を染めて微かに視線をそらした。

　口調が強くなってしまったのにはっとすると、孝哉が笑った。

「ツンデレだな」

「そ、そんなつもりはないけど」

　指摘されて慌てた。自分の物言いはやはりきついのだろうか。

「気にするな。それも含めて織衣はかわいいんだから」

「かわいくない！ さらっと言わないで」

「俺の恋人は最高にかわいい」

　またしても言い募られ、うなる。孝哉は隣に座ってコーヒーを傾けている。

　空いている左腕で肩を抱かれて、スキンシップに照れてしまう。

「いじらしい姿を見ると、今すぐ抱きたくなる」

「な……っ」

「心配しなくても夕食と入浴の後で、愛してやるから」

　ここに誘われて応じた時点で、この流れは決まっていたのだろう。髪を弄び、口づける孝哉に、翻弄されながら夕食までの時間を過ごした。

　

　苦いコーヒーさえ甘く感じた。

　夕食は孝哉が腕を振るってくれた。

　メインのチキンステーキには、トマトが添えられ、チキンの上に載せられたチーズが溶けて食欲をそそった。葉野菜のサラダとごぼうのポタージュも全部がおいしかった。

　とても素人が作った物とは思えない腕前で、織衣は悔しくなった。

　何でもできるこの人が、私の恋人……誰かに話して自慢したいくらいだ。

　そんな心中は漏らさず、テーブルに置かれた料理を平らげた。

　洗い物を申し出ると孝哉は座っておいてくれと言ったが織衣は譲らず２人分の食器を洗った。

「さてと、織衣は泊まる準備はしてきたか？」

「一応、着替えは持ってきたわ」

　わざわざ尋ねられると変な気分だが、織衣は念入りに準備をしてきていたのでそう答えた。孝哉は口の端を持ち上げる。

「お風呂に入ろうか」

「……うん」

　過剰な反応をしてしまうから、不審に思われたか不安だった。

　いちいちオーバーリアクションなのは、自分でも気づいているのに直せない。

　織衣は、着替えの入ったバッグを持って孝哉の後に続いた。

　広い洗面所に、感嘆の声を漏らす。

「後ろ向いていてやるよ」

　脱いで先に入るよう促され、ためらいがちに衣服を脱いでいく。

　孝哉は紳士的に背中を向けてくれているのをわかっているが、息遣いを感じると全身に熱が集まる。

「手伝ってほしい？」

　からかう口調に、ぶんぶんと頭を振るう。

「い、いらない！」

「残念。せっかく脱がしてあげようと思ったのに」

　孝哉が、クスッと笑う声がした。

　もどかしく下着を払い落とす。

　かごの中にあったタオルで肌を隠すとバスルームの扉を開けた。

「どうせ、これから思う存分堪能するのに」

　バスルームの扉越しに聞こえてきた独り言に、びく、と背中が揺れる。

「……筒抜けなんだけど！」

　他人の住み処のバスルームに入った挙げ句、先に使わせてもらうことになった。

　内心は遠慮の気持ちはあったが、先ほども自由に過ごしてくれと伝えられていた。

「広いなあ……バスタブも大きいし」

　バスルームの椅子に座って身体を洗っていると、後ろで扉が開く音がした。身をすくませて、肌をかき抱く。

「隠れていないから。織衣の大きな胸が揺れただけだ」

「……っ」

　孝哉が後ろに回り織衣を抱きしめるように羽交い絞めにした。

　そのまま腕が前に回ってきて、石せっ鹼けんの泡を身体に伸ばしていく。

「っあ……」

「身体を洗っているだけだ」

　織衣の持っているスポンジに手を重ねて、動かす。乳房で丸く円を描いて息が漏れた。敏感な先端には触れられていないが、既に固く張りつめていた。

　後ろに首を傾けると、孝哉が唇を合わせてきた。その間も執拗に孝哉の手は肌を這いまわる。

　スポンジも織衣の手を離れ、彼が動かしていた。ただ、洗ってくれているだけなのに、手つきがなまめかしい。

「た、孝哉さん……、そ、それ」

　孝哉の肉欲が、織衣の腰に当たっていた。

「ん？」

　面白がった孝哉は、わざとらしく腰に肉欲を押し当てた。

　天を向いて反り返っている漲りはとても熱く硬さを持っている。

　織衣の乳房に大きな手がかすめ、びくりと身を震わせた。

　腰に触れる孝哉の肉欲と肌を這いまわる大きな掌に声を上げる。

「んんっ……あ」

「織衣のせいだな」

　人のせいにされてしまった。孝哉は正面に回ると泡で濡れた指で、秘所に触れる。

　いきなり足の間に触れられて、背中が波打つ。

「な、や、やめ」

「洗っているだけだよ」

　噓つきと口にすることもできない。長い腕は腰を押さえつけ、膣の中に指を挿入させてきた。

　つ、とそこが滑るのは、泡のせいではなくて自分の愛液だ。

「感じやすくなっているな」

「ひゃあ……っ」

　ぐい、と恥骨のあたりを指の先端で押されて声をあげる。

「孝哉さん、シャンプーの匂いがする」

「１回帰ってシャワー浴びたんだ。安心しろ」

　何の安心かわからない。孝哉の指技で甘く枯れていく声が、恨めしくて仕方がない。

　水音は決してお湯や泡のせいではなくて織衣自身が奏でているものだった。

「……ふぁ……っ……ああん」

　恥骨をこすられて、悲鳴を上げる。もだえる身体は、孝哉の意のままに操られていた。

　もっと、もっとというように腰が疼き奥がわななき出す。

「織衣……っ」

　指の動きと連動するように、激しく舌を絡められる。孝哉が正面から織衣を抱きしめてきた。

　鋭い切っ先が、おなかの辺りに触れている。

「お前をこんなにも求めているようだ」

　くすっ、と笑う声には媚びが含まれている。織衣はたまらなくなって背中にすがりつく。額にキスを落とされる。

　孝哉の肉欲が、太ももの間に挟まれた。

　織衣の太ももの間で、漲りが行き来し肌に擦れる。

「あっ……なんか変」

　顔を横に振り、身もだえる。

　奥に入ってないのに太ももの間で動かされると、彼の力強さを意識せずにはいられない。

　背中にしがみつくと汗で指が滑る。

　大きな手のひらが、乳房を鷲掴み乳首を指先が弾いた。

　腰の動きが早くなる。

　擦れる肉欲が、一瞬秘芽に触れた瞬間、織衣はびくっと背筋をそらせた。

　　

　薄目を開けた織衣は、次の瞬間秘所に突きつけられた先端に気づいた。

　避妊具を装着しているようだ。

　孝哉の手の甲こうに爪を立てると、彼は呻きながら織衣を強く抱きしめた。

　ぐ、と熱い塊を押し込まれる。

　いつの間にか彼のモノになじんだのかスムーズに全部を飲み込んだ。

「はあ……っ」

　髪を乱暴にかき混ぜられる。耳元でいい子だと聞こえた気がした。

「動くぞ」

「ひゃっ……いきなり……そんなっ」

　ぐいぐい、と腰を動かされ奥に肉欲が当たる。かくん、かくんと首が揺れた。

　ぴったりと肌を合わせて抱きしめ合う一体感が、何とも言えない高揚感を生んでいた。繫がったまま、抱えあげられる。

　バスルームの壁に背をもたれさせた状態で突き上げられ始めた。

「あう……深い」

　下からずん、ずんと突かれてくらくらと脳裏で光がはぜる。孝哉は、織衣の乳房に顔を埋めて、先端を舌でなぶった。

　織衣は、彼の首に腕を回し両脚は腰に絡ませる。キスがほしくて、ぐっと強く腕を絡ませる。

　ぽろぽろ、と生理的な涙が頰を伝う。彼の舌はそれを拭い、唇の中に吸い込まれていく。

　

「んん……」

　自分から舌を突き出して、絡める。孝哉は、織衣の舌を絡めとって唾液をすすった。

　顎を滴が落ちていく。バスルームは、むせ返るほどの熱気に包まれていた。

　髪に指を絡め、梳く。

「孝哉さん……好き……っ」

「ああ……」

　聞き取れていることを願いながら、織衣はむせび啼いた。深くえぐられてがく、がく、と揺さぶられる。

　脳裏が、真っ白に濁ってしまう。

「……やだっ」

　１人で、先に達するのなんて嫌だ。織衣は、孝哉の頰に顎を乗せて訴えた。

「俺も一緒だ……」

　織衣は、内部で彼を締めあげて包み込む。ぐ、と押し込まれた先端が、ぐるりと円を描いた。

　どくどく、と熱い淫液が注がれていく。幾度かに分けて何度も。

 　目を覚ますと、お湯の中にいた。

　広いバスタブで、孝哉の膝の上に抱えられていた。当然ながら腰には、熱の塊が当たっていて意識せずにはいられない。

　だが、それを口にはしたくない。

「孝哉さんって、ものすごくエッチよね」

「織衣にしか、欲情はしないからいいだろう」

　開き直られて、言い返せなくなる。お腹に回された腕に織衣も腕を寄せる。

　お湯は愛し合った疲労感を慰めてくれるようだ。

「ちょ……何するの！」

　さわさわと、後ろから乳首をいじられて息があがる。

「お前も、これはお湯じゃないだろ」

「あ……っん」

　下腹部から、秘所を撫でる指。しびれが押し寄せてくる。

「私のせいじゃない」

「身体が素直なのはいいことだ」

「うっ……あ」

　孝哉は愛液で濡れた指を持ち上げて、見せつけると織衣の眼前で舐めた。羞恥を煽られて足をバタバタさせていると、孝哉の肉体に押さえこまれた。

「何やってもかわいいんだ。諦めろ」

「変態っ」

「褒め言葉だ」

　孝哉の声は切羽詰まっていた。織衣は、四つん這いでお尻を彼に突き出す格好をさせられた。

　また、包装を破る音がしたと思ったら、次の瞬間には貫かれていた。

「……先ほどより締めてないか」

「そんなの知らない」

　後ろから、孝哉のモノに貫かれる背徳的な行為は、感じさせるだけだった。折り曲げた身体の下から手を差し入れて乳房を揉みしだく。

　固くなった先端を念入りに擦られて、彼の言う通り、膣ナ内カが、きゅんとなった。

「うねっている……」

「はあ……っん……ふああ」

　２人の動きでお湯が波打つ。孝哉の肉欲は、驚くほど凶暴だった。

　ぴっちりと膣ナ内カを埋め尽くして、織衣を奪っている。

　ゆっくり腰を振ったかと思えば強弱をつけた動きに変わった。

　息があがって、意味のない喘ぎばかりが紡がれていた。

　差し迫る気配がして焦燥に煽られる。

「織衣……織衣」

　大きくて硬いソレが、奥をなぞって織衣を味わう。

「ああん……孝哉さん」

　落ちてくる言葉は、自分を呼ぶ声。甘さに酔いしれるまま熱いほとばしりを受けた。

　　

　週明けの月曜日、織衣は休憩室にいた。

　日曜日までのできごとを思い出し、赤くなった頰を押さえる。意識せずにいたいと思うほど、脳裏をよぎってしまうのだ。

　孝哉との夜は、激しく淫らで甘ったるい。織衣を全身で愛してくれているから抗えない。思い出して、頭を振る。休憩室でコーヒーを入れた織衣は、カップに口をつけた。

　見慣れた男が視界に映り焦る。相手は平然としているのが憎たらしい。

　会社では上司然とした態度だから織衣も変わらずに過ごせている。孝哉はとても正しいのだ。

　クールな大人の恋人は、織衣の横でコーヒーを入れている。

　その横を通り過ぎようとしたとき、手を握られて声を出しかける。

　手の甲を擦るなんて意味深なことをして孝哉は、休憩室から出て行った。織衣は頰をふくらませたあとコーヒーカップを片付けた。

　彼は誰も見ていないのを知っていてやったのだ。

　ドキドキしすぎて悔しい。

　七面相のようにくるくる表情が変わる織衣を彼はいつも愛おしそうに見つめるだけだ。

　余裕たっぷりでこちらの動揺も意に介さない。

　

　仕事が終わった後、怜子が織衣を呼び止めて話しかけてくる。

「いつも急いで帰るのに、どうしたの？」

「あなたが心配だったから、一言伝えておきたくて」

　怜子は、案じるような声を出した。

「気をつけた方がいいわ。あなたがあんまり急に綺麗になったから、狙い始めた男性社員も多いと思うの」

「ないって」

「自分ではわからないわよね。でも付き合っている人がいるのなら、毅き然ぜんとした態度でいなくては駄目よ」

「わかった」

　頷くと怜子は、微笑みを浮かべ話題を変えた。

「そういえば、部長の雰囲気が最近変わった気がしない？」

　突然、孝哉の話をされて鼓動が跳ねた。

「そうかな？」

「雰囲気が柔らかくなって、話しやすくなった気がするわ」

　織衣から見て職場での孝哉は以前と変わらないので首を傾げるばかりだった。

　怜子はぽん、と肩に手を置くと帰っていった。年上の女性らしいアドバイスに心強く思う。

　織衣を大事に思ってくれているからの言葉だ。織衣は怜子の言葉を肝に銘じた。

　翌日のランチの時間、お手洗いを出た後で食堂に向かっていた。怜子は先に食堂で待っている。

　織衣は、すれ違った男性社員に声をかけられて立ちどまった。

「あの」

　誰かのことを呼んでいるのかと思ったが、周りには織衣しかいない。訝いぶかしげに振り返ると、満面の笑みを浮かべた男が、近寄ってきた。

　見たことあると思ったら、同じ部署にいる下しも山やま猛たけるではないか。あまり関わったことはないが、顔だけは覚えていた。

　一見、草食系で柔らかい雰囲気に見えるが饒舌で陽気なところが苦手で、織衣が一番関わり合いになりたくないタイプだった。

「三上さん……これからお昼ですか。よかったら一緒にどうです？」

「お断りします！ 一緒に食べる人がいるので」

　怜子からの忠告通りだった。まさか下山に声をかけられるとは思わなかったが、必要もないのに孝哉以外の異性と時間を過ごすつもりはない。

　きつい態度に思われても嫌われる方がいい。　

　すげなく伝えるが、相手はまだ立ち去らない。無視して横を通り過ぎようとしたが、勝手にしゃべり始めた。

「予想通りの反応でうれしいな」

　この男は何を言っているのだろう。足を速めて逃げるか考えたが、大声を出されても困る。織衣はぴたりと立ち止まるともう１度振り向いた。

「よかった。こちらを向いてくれた」

　詰め寄ってきたので後ろに下がる。

「急いでいますので」

「三上さん、付き合っている人はいますか？　いないなら僕と付き合ってくれませんか？」

　こんな誰が来るかしれない公衆の面前で言い寄られるとは思わなかった。

　空腹も手伝って嫌な気分が増していく。拳を握りしめた。

「いますので付き合えません。ごめんなさい」

　謝る必要はなかったが、静かになってほしかった。

「そっか。三上さん、綺麗だしいるよね」

　ちょっと落ち込んだ風情に心が痛んだが、次の瞬間そんな自分を悔やんだ。

「この会社に付き合っている人がいるの？」

「あなたには関係がないですので」

「俺にチャンスはないのかなって」

　呆れてものが言えなくなる。

「あるわけないでしょう」

「……少しだけ考えてもらえないかな」

　織衣が突っぱねても聞く耳を持たない下山に、疲れを感じた。

　誰と付き合っていようが、下山に関係ない。

　恋人が上司であることは、秘密であり誰にも知られてはならないが、下山には特に知られたくないと思った。

　孝哉という恋人の存在がなくても、下山と付き合うなんて考えられないが。

　納得いく様子がない男に、背中を向けて足を速める。

「付いてこないでくださいね！　声を上げますよ」

　さすがに人目を気にしてか、下山が追いかけてくることはなかった。

　速足で食堂に向かうと、怜子は既に注文を頼みテーブルで待っていた。

　食券で注文し、彼女のテーブルに行くとにこにこと微笑まれる。

「遅かったじゃない」

「うん。ちょっと」

　それ以上は何も言わず、織衣は怜子と食事をした。その日は、下山にそれ以上話しかけられなかったが、翌日からは朝から執拗に付きまとわれるようになった。

　付きまとうは語弊があるかもしれないが、織衣からすると大迷惑だからだ。

「三上さん、なんか困っていることあったら言ってね」

　頰を緩ませた下山にげんなりしてしまう。

「何も困っていないし、下山さんに手伝ってもらわなくても解決できます」

　ちら、と書類の束を見て、内心こぶしを握る。残業になりそうだが、仕事ができるのはうれしいから構わない。

　幸い、今日は孝哉と会う日ではない。彼は織衣より多忙で一緒に帰れる日はとてもありがたいのだ。

「つれないなあ」

　ぼやきながらも笑みを消さないから、怖い。

「申し出はありがたいのですが、ご自分の仕事をされた方がいいですよ」

　織衣は自分に任された仕事で手一杯なのに、下山は違うのだろうか。

「三上さんの言うとおりだね。また休憩時間にでも話せるといいな」

　ため息をついて織衣は自分の仕事に戻った。手伝ってもらうどころか、時間のロスをしてしまった。

　書類の束をとんとんと机でそろえていると、隣から怜子がガムを手渡してくれて、小さくお礼を言った。

「ありがとう」

　怜子は余計なことは一切言わず朗らかに笑みを返してくれた。午後の休憩の時間、怜子にランチを断られてしまい織衣は１人で食堂に向かった。

　日替わり定食をテーブルで食べていると、正面の椅子に見慣れた男が座ってきた。

「三上さん、ここいいかな？」

　いいかなと言いながら、下山は既に着席している。仕事中ではないので織衣の顔に書かれた不愉快という文字が見えないのだろうか。

　トンカツを箸で切って食べる。椅子を斜めに傾けて位置を調節した。視界に入れたくない。

　箸休めにたくわん、サラダを食べる。トマトにかけたゴマドレでむせたので水を流し込む。

「大丈夫？」

　下山が席を立ったので、深いため息をついた。

「大丈夫です。もうどこに座ってもいいから、自分の食事を進めたらどうですか。昼休憩は４５分で終わりですよ」

　そう言い放つと、相手は黙り込みカレーをかき込み始めた。織衣は急いでとんかつ定食を食べ終え、食器を返却場所に持っていった。

　憂鬱をかき消すために午後からは仕事の鬼となっていた。

　

　週末、孝哉がアパートまで迎えに来てくれたのでコーヒーを淹れた。

「織衣の部屋に入るのは初めてだけれど、かわいい部屋だな」

　しみじみ言われると照れてしまう。

「意外だったんでしょ」

「女の子らしくて、素敵な部屋だ」

　ぼっ、と頰が赤くなり両手で手挟む。

「も、もう！　コーヒーを飲んだら早く出るわよ」

「顔が赤いな」

　頰に手を伸ばしてくる孝哉をにらむが、彼はくすっと笑うだけだ。ドライブをして孝哉のマンションに移動する。

　夕食を食べ終わった後、訝しそうな様子の孝哉に首を傾かしげた。

「どうかした？」

「どうかしているのは、織衣だろう」

　心配している様子の孝哉に、彼の顔を見つめた。

　最近、下山のことで精神的なストレスを感じてぐったりしていた。

　孝哉は、織衣の顔を心配そうにのぞき込み頬に手を伸ばした。

「何かあったんじゃないのか？　俺と付き合い始めてからそんな顔を初めて見る」

　労わる眼差しに、胸がきゅんとし抱きつきたくなる。

　素直に甘えてしまえば、彼は受け止めてくれるだろうが躊躇った織衣は、代わりに孝哉のシャツの袖を掴んだ。

「大丈夫よ」

　孝哉が椅子から立ち、織衣の隣に寄り添う。

「俺以外のことを考えられないようにしてやる」

　耳元でささやかれて、体が熱くなる。何もかも悟られてしまうのは怖い。

　聡さとい孝哉をずるいと思ってしまうのは、よくないのだけれど。

「……孝哉さんは、私をどこまで好きにさせるのよ」

　横抱きにされて、運ばれていく。広いベッドの端に座ると、孝哉も横に腰を下ろす。

「それ、殺し文句だって気づいている？」

　耳元にねっとりとささやかれ、腰が砕けそうになる。既に荒い息は孝哉がほしがっていることを教えてくれる。

　耳たぶに舌が這う。歯を立てられるとぞくりとした快感が腰をしびれさせる。

「ほしいって言ってごらん」

　わざとらしく柔らかい言葉で、孝哉が命じる。ふるふる、と首を横に振った。

　甘噛みが強い力に変わると、声が漏れ始める。ブラウスの上から先端を探り当て、指の腹でこねられる。

「はう……っん」

「強がる織衣の表情が、俺を欲情させる」

　やんわりと乳房をもまれ、首筋に息を吹きかけられ腰が跳ねる。

　強弱のリズムをつけて乳房を愛撫され、じんわりと奥から水が溢れるのを感じた。

「ああん……っ」

　骨ばった指先が、乳房に埋まっている。

　ぞくぞく、と背筋を快感が駆け上がり身体の熱が上がっていく。

　孝哉の頭に腕を伸ばし抱え込むと彼が乳房に頭を埋める格好になる。

「織衣、今日はどうした？」

「あなたが、好きなの」

　孝哉が息を飲む。

　優しく激しく愛してほしくてたまらない。

「織衣……本当に色っぽい」

　ごくん。つばを飲み込む音がした。いささか乱暴に押し倒される。

　ジャケットを脱ぎながら、織衣に跨がる孝哉の瞳は、欲に濡れていた。照明の下で彼の表情をはっきり見たのは初めてだ。

「織衣に夢中なのは俺の方だ」

　シャツを脱ぎ放つ仕草さえ美しい。

　ブラウスに指がかかり、織衣も自ら袖から腕を抜いた。

　下着は奪い去る勢いで脱がされた。息が乳房に触れてびくっとする。

　そのまま乳首が、孝哉の唇に飲み込まれていく。

　ちろりと舌を添わせてこちらを見てくる表情は卑ひ猥わいで、こんな彼の姿は、織衣だけのものだと思う。

「あん……っ……そこいい」

「もっと吸ってほしいのか」

　勝手に納得した孝哉が、ちゅ、っとそこにキスをして唾液を落とす。きつく吸われたら鼻から抜ける息が漏れる。

　乳房に頰をうずめる頭に手を伸ばす。

　まるで押しつけているみたいだ。

「織衣の乳房、好きだよ。柔らかくて弾力も最高だ」

　大きい胸は、服選びも難しいのだが孝哉が褒めてくれるなら嬉しい。

「あ、んっ……そんなにしたら駄目」

「誘ったのは織衣だよ」

　くるくると指で先端をいじくる。舌先で乳首を突かれたら腰が浮いた。

「っあ……だめ」

「感じすぎて駄目なのか？」

　クスッと笑う孝哉が鎖骨から、乳房の周りを舌で吸い上げた。

　チクッ、という痛み。

　そこには彼が咲かせた華があるのだろう。

　つけてはならない場所を避けて、全身にキスの華を咲かせていく。

　淡い快感はもどかしい。

　織衣は孝哉の首筋に腕を回し絡めた。

　薄く開いた唇に舌が忍び込む。

　ねっとりと絡め合わせると液の糸が肌を伝う。

　孝哉が、じれったそうにシャツを脱ぎ放ち上半身の肌を晒す。

　肌同士で触れあい抱きしめあったら、お互いの鼓動が乱れていた。

「織衣と同じだ」

　孝哉が織衣の手を掴み彼の硬い胸板に触れさせた。

　手のひらで確かめるとそこは激しく脈打っていた。

「何も考えられないようにして！　あなた以外ほしくない」

　甲高い声で叫ぶと、孝哉は、先ほどよりも激しく乳房にむしゃぶりついた。ぴちゃぴちゃと音を立てて、啜る。

　尖とがらせた舌で乳房の周りを辿られて、じれったさに胸を焦がす。

　つつ、と先端をよけて愛撫される。織衣の反応を楽しんでいるかの行動に、彼をにらみつける。

　孝哉は、まぶたにキスをしてしっかりと抱きしめてきた。

　乳房が硬い胸板にぴったりと重なり合う。

「もっと長く楽しみたいんだけどな」

「何度でも、抱いていい……だから」

　壊れるくらいにしてほしい。孝哉の頰に手を伸ばすと、それを掴まれる。

　手の甲にキスが落ちた。枕の向こうにある照明を消してくれる。

　暗く閉ざされた闇の中で、自分に覆いかぶされる大きな影がわかる。

　突きつけられた淫茎が、腰に当たるとその熱さに驚いた。

「もうこんなに……」

「織衣が、好きってことだよ」

　孝哉は、耳みみ朶たぶに息を吹きかけた。

「ひゃあ……」

「素直に乱れていいよ」

　孝哉の甘い声は、織衣を女にする。額、頰、首筋、鎖骨へとキスが落ちていく。

「ああっん……」

　固くなった乳首を指先がなぶる。下腹に直結した場所は、奥からの潤みを招く。

　長い指が花びらに触れて、声にならない声を上げた。口を手で押さえる。

「んん……ふああっ」

　蜜ひ襞だをたどる指が、潤みを確かめる。水音が、だんだんと大きくなっていく。

　乳首ごと乳房を揉みしだかれて、がく、がくと腰が揺れた。愛撫に酔いしれる織衣には、孝哉しか見えない。

　大きな手のひらにもてあそばれて形を変える乳房。ぷるん、と震える先端を唇が挟む。

「ん……」

　下腹に忍ばせた手が、淫核をつまんだ。背筋に電流が走り、指を嚙む。

「こっち」

　織衣の指を孝哉がくわえて吸った。奇妙な感覚が襲う。またじゅんと蜜がこぼれた。

　ちゅうちゅうと吸われて、腰の奥に熱がわだかまっていく。淫核をこねられる。

　小さな熾おき火びが、沸き起こっては消えることを繰り返す。

「やっ……」

　織衣の両ひざを立てて押さえつける。恥ずかしい場所に顔を寄せられた。

　柔らかい舌が、淫核を舐める。啜られるほど蜜があふれ出す。

　羞恥を煽られるが、膝を押さえられているので閉じられない。

「駄目だ。もっと、乱れた姿が見たい」

「……孝哉さんは意地が悪いわ」

「だから、褒め言葉だって」

　翻弄されていく中で、光がはぜる。ぐちゅんと指が沈んだ。

　蜜をこぼし続けるはしたない場所を孝哉が暴く。指が増やされると、いろいろな場所を一遍に刺激されて脚が震え始めた。

「あ、あ、あっ」

「ここ、気持ちいいんだろう」

「ああ、っん……いい」

　抱かれる前のようにいられない自分が嫌になる。指を折り曲げて蜜を搔き出す。

　シーツが、ぐしょぐしょに濡れていることも気にとめず孝哉は指技を繰り出す。

「やあ……吸っちゃ駄目ぇ」

　溢れかえった蜜を指でかき混ぜて、そこに吸い付かれる。舌の動きはどこまでも織衣を翻弄する。

「……まだ夜は長い。これからだ」

「はう……っん」

　親指は淫核、人差し指が蜜襞を撫でる。中指が、最奥に突き立てられて墜ちた。

「ああっ……ん……っ」

　くったりと身を沈める背を受け止める力強い腕を感じた。

「お前の達する時の様子はとても綺麗だな」

　さらり、髪を撫でる大きな手の感触を感じながら意識を閉ざした。

「……ん」

　まどろみから目が覚めると、肘をついてこちらを見ている孝哉が隣にいた。

「おはよう」

　顔が真っ赤になり頬を枕に埋める。

「織衣は、抱くたびに綺麗になる」

　孝哉は、しみじみとつぶやいて頬に唇を寄せた。

「な、何言っているの……？」

　背中を指が辿り、息を漏らす。

「んん……孝哉さん？」

「滑らかな肌だ」

　身じろぎして孝哉が、起き上がる。

　ぐい、と手首を掴まれ引き寄せられると横抱きにされた。

　織衣は、まだ続きがあることに思い至り彼の肩に頬を埋めた。

　昨夜の疼きが残っている身体は熱いままだ。彼が汗で乱れた前髪をとき梳かし、バスルームの扉を開ける。

　お湯の張ったバスタブに下ろされる。孝哉も向かい側に座った。

　おいでと手招きされて、近づくと後ろから抱きしめられた。

「んん……」

　身体を傾けるとキスが始まった。唇は上唇と下唇を食み、かすかなリップノイズを響かせる。

　ちゅ、ちゅ、とついばまれ、照れてしまうくらいだ。ぬるり、侵入してきた舌が織衣の舌を引きずり出す。

　舌先を吸われて舐めしゃぶられ、脳裏が淡く濁ってしまう。

　キスを繰り返して、息があがった織衣は、孝哉が立ち上がり避妊の準備をする様子を薄く開いた目で見た。

　長大なモノは赤黒く一見するとグロテスクだが、とても色っぽく感じた。びく、とうごめくそれに薄い膜がかぶせられていく。

　孝哉だから、恐怖も嫌悪もない。ちゃぷん、とお湯が波打つ。

　孝哉が、向かい側に座るとこちらに腕を伸ばした。

　織衣は、自然と彼に寄り添い、抱きついて背筋に指を立てる。孝哉の髪を鷲づかんで、髪　を撫でる。必死ですがりついた。

「織衣……織衣」

「孝哉さんは私の名前を呼ぶのが好きよね」

「好きな女の名前を呼べるのは男にとって幸せだ」

　しみじみ言われるとかなわない。突きつけた肉欲の先で淫核を撫でて、擦る。

　更に密着して孝哉を誘うが、肉棒は外側をえぐるばかりだ。蜜襞が、疼きをまして孝哉を待ち望んでいる。

　孝哉の肩を嚙むと、熱くたぎる切っ先が、淫核から蜜襞を往復した。

「来て……よ」

　声の響きが伝わったのだろう。待ち望んでいたモノが、ゆっくりと内側を満たしていく。受け入れた場所は、うれしそうに脈動する。

　大きく突いて最奥をかき混ぜる。

「あう……っ」

　決して、激しい動きではない。緩慢な動作で腰を揺らす孝哉に合わせて腰を振る。

　下から掴んで、押し上げるように揉まれる。

　つん、と尖った乳首を手の平全体で撫でられた。

「は、っ……」

　たくましく増長した肉欲が、織衣の身体を味わっている。織衣も孝哉の男の徴が、愛しくて物ほしげに腰をくねらせる。

　彼がうめいて、動きを速くする。挿入された大きなモノはいつの間にかなじんでいた。

「織衣が、俺を好きなのは身体が教えてくれている」

「言葉でも伝えているわ！」

「でも、素直じゃないだろ。もっと、全部で俺を信じてほしい」

「……っん」

　甘いキスが、唇を支配する。貫かれ、吐精されると彼を逃すまいと襞がうごめいた。

「すごい締め付けだ……くっ」

「ああ……イっちゃう」

　身体が弛緩する。大きな手が臀部を撫でて摑んだ。熱い精を全身に受け止めて、織衣は瞳を閉じた。

　腕を摑まれて湯船から上がる。シャワーの飛沫を浴びながら戯れれ、ば洗っている意味もない。

　大きな手は飽きもせず乳房を捏ねるし、下腹に突き立てた指が、素早く中を擦るから、狂おしい呻きが漏れる。

　荒い息が、むせる空気に溶ける。

「私ね、あなたが好き」

「知っているよ。歴然たる事実だ」

「抱いて……もう１回だけ」

「お安いご用だ」

「はうっ……」

　引き抜かれた指と引き換えに、押し込まれたモノは圧倒的な存在感だった。両脚を絡め、上からのキスを受け止める。

「あん……」

　好き勝手されるのは嫌だったはずが、好きな人の前では別だった。孝哉自身を身体の奥まで刻まれながら、意識を飛ばす。

　熱い飛沫が、放たれる瞬間、首筋に息が触れた。

「愛しているよ」

　シャワーの音にかき消されない甘い低音が響いた。
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　数日後の水曜日、織衣は帰ろうとしていたところで、怜子に声をかけられた。彼女も同じく残業をしていたのだ。

「一緒に帰らない？」

「もちろん。怜子さんと一緒は久しぶりだからうれしいわ」

「あら、素直になったわね。彼氏のおかげかしら」

「ち、違う！　からかわないで」

「冗談よ」

　織衣にうながされ、部署のあるフロアを出るとエレベーターに乗る。階下に降りると歩いていた孝哉を見かけた。こちらに目をとめると、近づいてくる。

「２人ともお疲れ様」

「瀧澤部長もお疲れ様です。お先に失礼します」

　怜子が挨拶し、織衣も頭を下げる。

「気をつけて」

　去り際に孝哉は、１度振り向くと織衣に意味深な視線を送った。気まずくて目をそらすと急ぎ足で歩く。

　怜子は何も気にしていないようだった。

　同じ駅で降りた後夕食を一緒に取ることになった。チェーン店のレストランは、夕食時でにぎわっていた。

　禁煙席を指定し、案内されると椅子に腰かける。

　料理を食べ終えて一息ついたところで、怜子が切り出した。

「最近、悩みがあるでしょう」

「悩んでなんて……」

　もごもごと口ごもるが、全部顔に出ているのだろう。怜子はさらに畳みかけてくる。

　織衣の性格を知る彼女はふだんなら、無理な聞き方はしないが今回は別のようだ。

「女同士でも話せない？　友達じゃない」

「怜子さん」

　涼やかな眼差しがこちらを見ている。織衣も泣きそうな気分で怜子を見つめ返した。

「最近、同じ部署の下山さんにしつこくされて困っているの。自分の仕事もほったらかして、人の仕事を手伝うなんて言い出すし、怜子さんのいないときにランチまで一緒する羽目になったわ」

　ふうと、深く重い息をつく。怜子はレモンティーを飲み干し、うんうんとうなずいた。

「気づいていたわ。下山くんとまでは特定していなかったけれど、最近の織衣、モテているし」

「……こんなかわいげがない私が」

「仕事に対する熱意もだけど、彼氏ができて綺麗になったから」

　自分ではよくわからないが、美人の怜子に褒められるとかなり照れてしまう。

「私がつきあっている人がいるって伝えても諦めないなんて怖くない？」

「そう単純いかないんでしょうね。前から織衣のファンだったとしたら」

「え、ファンっ」

　うれしいというより、気持ちが悪くなった。

「織衣も罪よね」

「……彼が褒めてくれるのはうれしいけど、他の人からはうれしくない。怜子さんはもちろん別よ」

「それは私も同じ。彼氏はあなたを本当に大事にしてくれているのね」

　織衣は、アメリカンコーヒーを飲み干す。意を決し口を開いた。

「……付き合っているのは、瀧澤部長なの。怜子さんにも隠していて申し訳なかったわ」

　怜子は、驚きに目を見開いた。笑みを深くしている。

「あら。部長の雰囲気が変わったのは、あなたのおかげだったのね」

　納得したように頷いた怜子は織衣の肩を叩いた。

　織衣は、頰を染める。

　孝哉は会社では毅き然ぜんとした態度を崩さず２人でいるときの甘さは見せない。グラスの水も飲み干すと、先ほどより落ち着いてきた。

「応援しているわよ」

　いつの間にか隣にきた怜子が肩を抱いてくれ、笑みがこぼれる。

「下山くんには気をつけて。私も常に一緒にいられたらいいのだけれど」

「うん。気をつけるわ。話を聞いてもらっただけで十分だから」

　口元を緩めて笑ったら怜子も、ふわりと笑った。２人で席を立つ。

　支払いを終えると店を出て、怜子と別れた。

　帰宅途中、織衣は無性に孝哉に会いたくて仕方がない気持ちになった。

　きっと心細いのだ。

　せめて声が聞けたらと着信履歴から孝哉に電話をかけた。

「ただいま、電話に出ることができません。お手数ですがおかけ直しいただくか、メッセージを残してくださると幸いです。その際、こちらからかけ直させていただきます」

「話したいことがあるの」

　メッセージを入れてしばらくすると孝哉がかけ直してきた。

「何かあったのか？　織衣からかけてくるなんて珍しいね」

　からかうように言わず真摯に問いかける。

「迷惑だった？」

　ふ、と息をつく音がする。

「……ねぎらいの言葉をくれたらもっと嬉しいんだが」

「孝哉さん、お疲れさま」

「織衣の声を聞いただけで疲れが取れる」　

　穏やかな低音美声を聞くと、こっちの疲れこそ取れる。言いたいこととは別の言葉が口から飛び出していた。

「孝哉さん、私といて幸せですか？」

　揺れる声に、朗らかに応じられる。

「幸せだよ」

　即答され、織衣は微笑んだ。アパートの鍵を開けて中に入る。

「そういえば今度、両親も交えて食事をしないか？」

　織衣は、じんわりと浮かんでいた涙が霧散するのを感じた。ただただ思わぬ言葉に驚いていた。

　寝室兼、居間に入るとスーツのジャケットを脱ぐ。

　携帯電話をハンズフリーにして孝哉と話しを続けた。

「ちゃんと紹介したい」

　いきなりすぎて動揺を隠せない。

「紹介って……でも」

　彼の両親ということは、社長夫妻だ。

　御曹司である孝哉が部下と社内恋愛していたことを知ってどう思うだろう。

　うろたえて、目が泳ぐ。

「心配しなくても大丈夫だ」

「わかった。孝哉さんを信じているから」

　迷っているが、孝哉が一緒なら大丈夫だろう。

　了承すると、孝哉の息をつく音が聞こえた。

「ありがとう……そう言ってもらえてよかった。俺だってそんなに自信があるわけじゃないからね」

　少し余裕がない所も見せてくれる孝哉が心の底から好きだと思った。

「それで、今度の日曜日でどうかな？」

「わかりました」

「おやすみ、織衣」

「おやすみなさい」

　電話を切ると、息をつく。

　心臓の辺りに左手を当てるとバクバク音を立てていた。

　不安と緊張で胸が張り裂けそうだ。

　孝哉と一緒なら、大丈夫だとわかっているが相手は社長だ。

　育ちも家柄も違いすぎて、緊張してしまう。

　部署のあるフロア以外に足を踏み入れることがないため、社長と関わることはほとんどない。

　社長の息子である孝哉と付き合っていることも未だに不思議で仕方がない。

　織衣は、日曜日までにやらなければいけないこと頭で確認し、当日までに準備を整えた。

　

　日曜日、メイクをし、ワンピースを着た織衣は鏡で自分の姿を映して頷いた。

　メイクは濃くならないように気をつけ、ワンピースも持っている中で一番高いものを着た。去年のボーナスで買ったものだ。

　扉を叩く音がして、玄関に急ぐ。

　アパートの扉を開けると、孝哉が立っていた。

「素敵だよ……さあ行こうか」

　ワンピースを着た織衣の姿に目を細めると、孝哉は手を差し出した。

　孝哉は、仕事のときと変わらないスーツ姿だ。

　孝哉が車を運転している間中、織衣の心臓は緊張で張り裂けそうだった。

　瞳を揺らすのをミラー越しに気づいたのか、孝哉がギアの上に置いた手を伸ばし織衣の手を握って離した。

　その仕草は大丈夫だと言ってくれているみたいで、とても心強かった。訪れた瀧澤邸は、塀も高ければ門扉から玄関の扉までが長く、一瞬めまいを感じた。

　想像以上の豪邸でくらくらしたのだ。孝哉が固く手を握ってくれるが、緊張で汗ばんでいるのが伝わったかもしれない。

　そっと引きはがそうとしたら、余計強く握られただけだったが。

「汗をかいているから」

「そんな小さいことを気にしないよ」

　チャイムを押すと、扉が中から開かれる。正面には妙齢の女性が佇み微笑んでいた。孝哉によく似ている。

「孝哉、おかえり。織衣さんもいらっしゃい」

「ただいま」

「お、お邪魔します」

　名前で呼んでもらえたのは、孝哉が話していたからだろうか。孝哉の母親は、中へと案内してくれた。

「織衣が来るのを楽しみにしてくれていたんだ」

　孝哉の言葉に、母親も頷いた。応接間に招かれると、ソファーに座った。コーヒーを運んできてくれた孝哉の母親にお礼を言いカップに口をつけた。

　肩を抱く腕を感じた。

「大丈夫だ。俺がいる」

　うなずく。胸に手を当てる。しばらくすると孝哉の父親が現れて、その緊張は頂点に達した。

「ようこそ。瀧澤家へ」

　慌てて立ち上がり、頭を下げた織衣だったが楽にしていいと制される。たまにしか会うことはないが、彼は瀧澤コーポレーションの代表取締役社長だ。

　１番上の立場にいる上司で、仕事上では孝哉の上司にも当たる。

　孝哉の両親――社長夫妻は、正面のソファーに腰かけてこちらを見据えてくる。

　織衣はしっかりと視線を返した。孝哉がそばにいてくれるから大丈夫だ。

「三上さん、仕事の方も頑張っているね。いや、今日はそんな話をしたいわけではない」

　社長ではなく孝哉の父親、そして母親として対峙している。

「でも一言だけ。孝哉は上司としてどうかね？」

　どうかと言われて、一瞬思案した。

「……すごく頼りになります。部署の社員にも慕われているし、もちろん私も上司として尊敬しています。厳しいけれど、飴と鞭の使い分けが上手なんですよ」

　素直に言い過ぎたかなと思いつつ、正直に答えた。孝哉の父親は、からからと笑う。

　当の本人は動じないどころか織衣の手を強く握ってきた。

「君は正直な人だね。孝哉が惚れるのもわかる気がする」

「な……いえ。恐れ多いです」

　織衣がうろたえる姿を孝哉は忍び笑う。

「今日は孝哉が恋人として君を連れてきたんだ。三上さんも緊張しないでくつろいでほしい」

　孝哉の父親は威厳があるものの織衣が知り得る限りのイメージより接しやすい人柄のようだった。

　プライベートで初めて対面したが、ますます尊敬する気持ちが強くなった。

　社長のおおらかな雰囲気に緊張が少しほどけた気がする。

　織衣は、自然と笑みを浮かべていた。

　孝哉が、そっと織衣の手の上に自分の手を重ねる。

　孝哉の父親の隣で母親はそっと寄り添い微笑んでいる。

「織衣さん、今日はケーキを焼いたのよ。お口に合うといいのだけど」

「ケーキですか！」

　最近はやっていないが、お菓子作りが大好きな織衣は声を上げた。運ばれてきたケーキは、ベイクドチーズケーキだった。

　オレンジが添えられている。

「どうぞ召し上がれ」

　瞳を輝かせた織衣は、孝哉を横目で窺った。

「母さんのチーズケーキはおいしいよ。いつもお祝い事のたびに作ってくれる」

　恋人として紹介するだけなのに、お祝いなのだろうか。織衣はお礼を言うと、ケーキにフォークを刺した。

　ケーキを口に運ぶとほろほろと溶けていくようだ。濃厚だが、しっとりとしていてクセになる甘さ控えめのお菓子。

　彼女のイメージ通り上品な味だった。

「おいしいです！　こんなにおいしいチーズケーキ、初めてかも」

　頰張って租借した後、織衣は感激を言葉にした。

「あら。作った甲斐があったわ」

「織衣は、本当に思ったことしか言わないからね」

　孝哉が直球で言う。もう恥ずかしくてたまらなくなった。

　正面に座る三上夫妻は、とても温かくこちらを見守っていた。

「三上織衣さんは、とても頑張り屋で簡単に弱音を吐かない女性です。そういう芯の強さに惹かれました。外見はかわいらしいのに、しっかりしている人です」

　孝哉は折り目を正し、両親に織衣のことを話した。気が強いことをそう言ってくれるのは、照れる。

　織衣は顔を真っ赤にして膝の上で手をすり合わせた。

「孝哉がそこまで言うなんて本当に織衣さんは大事な人なのね」

「私も今日少し接しただけで、織衣さんはそういう素直な人なんだとよくわかったよ。会社では立場が違うし、あまり知ることがないが、女性としてもすばらしいということだ」

　孝哉の母は、カップを傾けて瞳を細め、父も柔和なまなざしを向けている。

　両親２人とも好意的に声をかけてくれ、感謝しかない。

「孝哉はよほど惚れぬいた相手ではないと紹介しようと考えないだろう。つまり、織衣さんとは将来を見据えた仲なのだな」

　空気を震わせる低音が響き、緊張が高まる。孝哉は織衣に視線を送ったあと父親にしっかりと向き合いうなづいた。

　孝哉の母が淹れてくれたお茶のおかわりで、緊張が、和らいでいく。

　織衣は、重なった手のひらの熱さに孝哉の気持ちを実感した。

「そうです。織衣さんと結婚をしたいと思っています。仕事上では部下であろうと関係なく、心の底から愛しています。公私混同はしていません」

　きっぱりとした言葉が、胸の奥まで響いた。

　織衣は、孝哉の父――昇しょう造ぞうと美み喜きの視線を受けて、膝の上で拳を握る。

「瀧澤部長……孝哉さんは、仕事とプライベートをきっちり区別していますし、私も職場ではお互いの立場をわきまえています。職場に恋愛関係を持ち込むことはありません」

「織衣……」

　横から見つめられて視線を返す。両親が目の前にいても孝哉は、気にせず甘い空気を醸し出してきた。

「ありがとう。織衣……君でよかった」

　織衣の耳元でささやかれた声は、正面の両親には聞こえなかっただろう。２人のやり取りを察した昇造が、咳払いする。

　むせたのか、お茶を豪快に飲み干していた。美喜は織衣に向けて、優しく微笑んだ。

「それにしても孝哉さん、結婚なんて初めて聞いたんだけど」

　織衣は、孝哉の方を向いた。

　唇を尖らせると、彼は声を潜めて笑った。

「今、初めて言ったからな」

　自信満々に言う孝哉に啞あ然ぜんとする。

「ずるいわ」

　断るつもりはないが、これでは逃げられないではないか。孝哉は余裕たっぷりに笑って、不安や戸惑いを包み込んでくる。

　策略の内なら、手に負えない。

「抜け目のない男だ」

　昇造の声には笑いをこらえる響きがあった。

「あなたの息子ですから、勝ち目のない戦いはしないでしょ」

　昇造は黙り込んでいる。

　織衣は二人を見て素敵なご夫妻だと感じていた。

　何もかもを見透かした美喜が、１番上手なのかもしれなかった。

「先ほどケーキ食べたばかりだけど、夕食も召し上がられるわよね？」

「良いんですか？」　

「もちろん。お口に合えばよろしいのだけど」

「嬉しいです！　ありがとうございます」

　織衣が返事をすると美喜は、うれしそうにダイニングキッチンへ向かった。

「織衣さんが来るというから妻は腕を振るったんだ。ゆっくりしていってくれ」

　自慢げには話す昇造に、孝哉に似たものを感じていた。

「織衣を紹介したいって話したら、夕食も食べて行ってほしいと両親が言ったんだ」

　孝哉のサプライズは心臓に悪い。そんなに長居をすることになるとは思わなかった。

  夕飯は品数が多く、愛情を感じられる味だった。織衣は勧められておかわりまでしてしまった。

　明日からダイエットしなければと心に誓った織衣だが、チーズケーキをお土産に手渡されて、ダイエットの決意は儚はかなく散った。

　車に乗ると運転席から孝哉が話しかけてきた。

「気にするなよ。織衣は太っていないじゃないか」

「お腹にお肉がついているのよ」

「それほどでもなかっただろ」

　含みのある言い方にかっ、と頬が熱くなる。車が一気に加速して走り出した。

　孝哉は織衣のアパートの前で車を停めた。織衣はまだ話がありそうな孝哉の隣で彼の一挙手一投足を待った。

「早いうちに、婚約指輪を買いに行こう」

「どうして、そんなに急ぐの？」

「虫よけだ。俺の織衣は、悪い男に目をつけられているからな」

「……つけられていない」

「もう隠さなくていい。田崎さんから全部聞いたんだ」

　怜子は織衣から交際相手を聞いた後すぐに孝哉に伝えてくれたのだろう。

　彼女の気配りに感謝した。

「心配しなくても大丈夫よ。私は孝哉さん以外の男性は嫌いなんだもの」

「おや、それはまた熱烈な愛の告白だ」

　孝哉は至極うれしそうだ。長い腕が背中に巻きついてくる。

「んん……ッ」

　大胆な口づけは呼吸さえ奪う。獣のようなキスを繰り返し唇が赤く燃え上がった。

「かわいすぎて今すぐ食べてしまいたい」

　冗談ともとれない言葉を投げて、耳みみ朶たぶに食らいつく。

　ぞくぞくして、息が漏れてしまい口元を押さえた。織衣がおかしいのではなく孝哉の手つきが悪いのだ。

　下着の上から胸を触られて、腰が跳ねる。深く唇を貪られて唇が、しっとりと濡れていく。

「……孝哉さん、今は駄目」

「ああ、こんなところで悪かった」

　ワンピースの乱れを直してくれた孝哉の首筋に抱きつく。

「私が愛しているなんて言うのはあなただけよ。心配しないで」

　強い口調で告げて、車から降りる。孝哉の独り言は聞こえなかった。

「本当に悪い虫がいるものだ」
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　翌週の月曜日、情報システム部は朝から目の回るような忙しさだった。昼休憩の時間にはいつもより疲れていたが、織衣には仕事のストレスよりも厄介なことがあった。

　厄介なことに片をつけるべく彼の待つ場所へ向かう。

　怜子はついていくと言ってくれたが自分の力で解決すると同行を断った。

「あ、三上さん」

　織衣は声を弾ませた相手を見て、顔をそむけたくなった。

　下山は疲れを一切感じさせず笑っている。任された仕事量が違うのだろうか？

「下山さん、ここまで来てくれたのにはお礼を言います」

　一応、前置きした後で続けた。下山は、嬉き々きとした表情で続きを待っている。

「私は付き合っている人以外、興味ないし大迷惑です。仕事以外の時間に話しかけないでくれませんか。もちろん、補佐等も結構です」

　きっぱりと言い放つと心がすく思いがした。下山は、一瞬固まったが次の瞬間、楽しげに口を開いた。

「そういう三上さんの気が強い所、好きだよ」

　孝哉に似たようなことを言われても恥ずかしいだけだが、なぜだか気持ちが悪く感じてしまう。

「かわいくてどうにかなるよ。もっと睨んでもいいよ」

「は!?」

　声が漏れてしまい、口元を押さえる。頰を染めた様子の下山に、呆れと嫌悪を感じた。

「もういいです！」

　感情的になってしまうのを抑えられない。やはり、話が通じる相手ではないのだ。

「待って……三上さん」

　足音が近づく気配を感じ、織衣は振り向くことなく食堂に向かった。

　彼は嫌がる相手にどうしてこんなにもしつこくできるのだろう。

　織衣は、下山を残して足早にその場を立ち去った。

　時間を無駄にしてしまった。食堂に向かうと怜子の待つテーブルの椅子に座った。

「お疲れさま……」

　怜子は、既に食事を済ませていたが待っていてくれた。

　目の前でバッグから、織衣はコンビニで買ったランチを取り出す。

　織衣は時間をとられることを考えて朝、コンビニでランチを買ってきた。サンドウィッチ、サラダ、即席スープだ。

　慌ただしく即席スープとコーヒーを作って席に戻ると怜子が心配そうな声をかけてきた。

「大丈夫？」

「仕事をしていた方がいいわ」

　ぐるぐると、スープをかき混ぜ、サンドウィッチにかぶりつく。頰杖をついて見守ってくれる怜子は、本当に優しい姉のようだ。

「直接抗議したのだけれど、埒が明かなかったわ。下山……さん、話が通じない」

　呼び捨てにしかけたので慌てて訂正する。

　ふうと息をつく。

「相当、ご立腹みたいね」

　怜子は微笑んで続きを促す。彼女もコーヒーをおかわりしたようだ。

「恋人以外に興味もないし迷惑だってはっきり伝えたのよ。それなのに……」

　コーヒーを飲み怜子が差し出してくれたコップの水も飲み干す。いくらか気持ちが落ち着いてくると、疲れが押し寄せてくる。

「気が強い所が好きってどういう意味よ」

「そういう嗜好の人ってことよ」

　織衣はわけがわからず首をかしげると、怜子が孝哉に下山のことを伝えていてくれたのだと思い出す。

「彼が怜子さんから聞いたって言っていたの。ありがとう」

「私は何もしていないわよ」

　緩く微笑まれるとなごんでしまう。ささくれ立った自分の中和剤でいてくれる怜子に感謝しても足りない。

　瀧澤孝哉と恋人関係であることは、既に話しているが詳しい事情はまだ伝えていない。

　織衣は、怜子に後で話そうと心に誓い、昼食を食べ終わるとデスクに戻った。

　

　午後からの仕事は、下山のことを脳裏から振り払うように集中してこなした。１時間の残業をし帰ろうとした織衣は、部署のあるフロアを出る際下山とすれ違った。

　警戒心で避けたのだが下山には通じていない。

　下山が、話しかけようと立ち止まったので急いで洗面室に逃げ込んだ。

　洗面室にいるときに電話に着信が入り、表示されていた名前にほっとした。孝哉は、タイミングを計ったように電話をかけてきてくれた。

「孝哉さん……」

　相手が声を発する前に名前を呼んでしまう。涙声になっていたかもしれない。

「一緒に帰らないか？　駐車場で待っている」

「いいの？」

「駄目なら言わないさ」

「急いでいくわ」

　駐車場に向かおうとエレベーターに乗る。

　洗面室の真横に下山の姿があり、小さく声を出しかけるが、何とか堪えた。

　エレベーターを降りて歩いていると、もう一方のエレベーターから下山が下りてきたのが見え足を急がせた。

　さっきから、何度も遭遇したのは偶然ではない。後をつけられているのだ。

　走ったら、下山も追いかけてくる。

　恐怖で震える足を急がせ、孝哉が待つ車を目指した。

　孝哉の車が見えると、彼が運転席の窓を少し開き、そこから手を振っていた。織衣は車に乗り込むと小さく息をつく。

「孝哉さん、早く車を出して！」

「了解」

　孝哉は息を乱す織衣を見てギアを入れ替える。ゆっくり加速していく車の中で愛いとしい低音が聞こえてきた。

「下山には釘を刺したはずなんだがな」

　まばたきして、隣を向くと冷静な表情があった。

「しつこく織衣に言い寄っているらしいと周りも噂をしていた。仕事の妨害をする輩は上司として見逃せないし、何より恋人にかかるストレスが心配だ」

「……やだな。恥ずかしい」

「いつも眉をつり上げて仕事していたんだろ」

「そんな顔していないわよ」

　頰を膨らませて孝哉をにらむ。駐車場を出たところで車を停止させた。

「冗談だ」

　笑いかけて隣の織衣の手を握ってくる。

　大きな手が、これほど頼もしいと思ったことはあっただろうか。

　握られているだけで、胸に安堵が広がる。

「三上に近づくな。しつこくしても余計に嫌われるだけだぞと伝えておいた。上司が部下を守るのは当然の義務だから問題はないだろう」

　歯をかみしめる音。初めて聞くような低音に孝哉の怒りを知った。

「正論が通じる相手なら引き下がってくれるはずね」

　ちら、と孝哉が視線を向けてくる。

「気が強い私が好きって言われて呆れたわ」

「そういう性癖の奴だな」

「怜子さんもそう言っていたわ」

　身を寄せてきた孝哉が、織衣の頭を引き寄せる。軽く息をつくと、口を開いた。

「婚約したら交際の事実を部署の社員に伝えよう。これ以上、内密にしておくべきではない。父は秘書をしていた母と結ばれたし、社内恋愛禁止の社風ではないからな」

「初めて聞いたわ。社長ご夫妻もこの会社での出会いだったのね」

「ああ……上司と部下の恋愛の先駆者だ」

　言い方がおかしくて、クスッと笑う。孝哉のスーツから香る匂いを鼻から吸い込んで好きな人の香りを感じていた。

「指輪も急がなければ。明日、帰りに見に行こう。運がよく金曜日だ」

　翌日２人で婚約指輪を選びに行った。

「孝哉さん、……それ高すぎじゃない？」

　豪奢な飾りのついた指輪を見ていた孝哉に声をかけるが、彼は余裕の表情をしていた。

「織衣、俺がどういう立場か忘れたのか？」

　誇らしげな姿は、嫌みではなくかわいらしささえ感じられた。織衣は、ショップの店員が掲げた宝石箱から、シルバーリングを取りだす孝哉を見ていた。

　指先に嵌めるときらりと、照明の光を弾いた。

　四葉のクローバーの刻印が刻まれたシルバーリングを織衣はうっとりと見つめる。

　９号サイズを用意してもらいそれを購入する。

　車の中で改めて孝哉が、織衣の指に婚約指輪をはめていく。うっとりしていると、孝哉が独占欲全開のセリフを吐いた。

「会社で婚約宣言をするときは嵌めていてほしいんだ。仕事中は、ネックレスチェーンに通して首にかけていてくれると嬉しい」

　一気に言い渡されて、吹き出してしまう。

「わかった。孝哉さん、ありがとう」

　うれしくなって抱きつきかけた腕が、引きはがされて啞然とする。

「デレはたまらないが、今俺をたきつけるのはよくないんじゃないかな」

「え？」

　ぽんぽん、と背中を撫でられてきょとんとする。耳元で囁かれて一気に身体が沸騰した。

「変態……っ。そういうことばかりしか考えていないの！」

「織衣が感情を搔き立てられるのは、俺だけでいい」

　指輪の上から撫でられて、どきりとする。

　

　月曜日、昼休憩の時間に織衣は、孝哉とともに皆の前に立った。

　左手薬指を持ち上げられると、妙な気分になる。この演出は必要だったのだろうか。

　満足そうな表情の孝哉は、こちらを甘く見つめてきた。

　公衆の面前であることを気にしていない。皆の前で、朗々とした声を響かせた。

「三上織衣さんと私は結婚を前提に真剣な交際をしています。先日、婚約指輪も買いに行きまして近々正式な婚約が内定します」

　瀧澤部長の声を聞き洩らさまいと皆が耳を傾けている。織衣はさっさとこの会見が終わらないかと焦り始めていた。

　部署内のざわめきが伝わってきてハラハラしてしまう。

　寝耳の水の話に皆が一様に驚いているようだ。

　「彼女は、目の中に入れても痛くもないほどかわいくて大切な女性です。ですが、結婚を決めたからと言って上司と部下であることは変わりません。公私混同をするつもりはないので、皆さんもその点だけはご承知おき願いします」

　丁寧だが有無を言わさない一方的な発言だった。

　顔を真っ赤にした織衣だが、孝哉の隣で頭を下げた。

　孝哉が自分のデスクに戻った後、織衣はネックレスチェーンに指輪をかけた。

　午後の仕事が始まり、パソコンに向かったとき痛いほどの視線を感じ顔を上げる。

　下山が、粘ついた視線をこちらに向けてきてぞくりと肩が震えた。

　下山の唇が、何か言いたそうに動いた気がする。

　仕事に集中することで、雑念を振り払おうとしたが頭から消えてくれない。

　孝哉との婚約宣言を面白くないと感じているのだろう。

　二人が付き合っている事実を公にし、織衣に近づく男をけん制しようとした狙いは、悪い方向に働いたのかもしれない。

　午後三時の休憩は、怜子と二人で過ごし下山から逃れることができた。

　就業時間終了後、社員が一斉に駆け寄ってきて呆然とする。

「三上さん、部長とはいつから付き合ってたの？」

　同僚の女性社員が興味津々に尋ねてくる。

「全然気づかなかったわ！」

「馴れ初め教えて」

　皆がいっぺんに口を開くので答えるのに戸惑ってしまう。

「はいはい。質問は一つずつね」

　怜子が、助け舟を出してくれ、ふうと息をつく。

　一つずつ答える度に、歓声があがる。

　織衣は、女性社員が指輪を見ているのに気づいてはにかんでみた。

「三上さん、笑うとかわいいよね！　もっと笑えばいいのに」

「かわいい？」

「部長にも言われているんでしょう？」

　数人の女性社員が、詰め寄ってきて心臓が持たない。織衣はしどろもどろでうなずいた。　怜子は、隣で微笑んでいた。

「気が強そうに見えて、本当はすごくかわいい人なのよね。仕事もてきぱきこなすし、部長があなたを選ぶわけだわ」

　そこまで自信があるわけではなかった。今でも孝哉の隣が、自分でいいのか悩むくらいなのだ。

「瀧澤部長って、強こわ面もてな感じだけれどいつもみんなを気遣ってくれるし、最高の上司よね。憧れている人もこの部署以外にも多いのよ」

　やっぱり、というのが正直な感想だった。

「でも、このことがきっかけで三上さんと話せてうれしい」

　きゃあきゃあはしゃぐ女子社員のテンションはすさまじく、織衣はおろおろと目をさまよわせた。

　孝哉との交際がこんなに波紋を広げてしまうのは、薄々わかっていたことだった。

　織衣は一般社員だが孝哉は瀧澤コーポレーションの御曹司だ。

　容姿端麗で仕事もできる彼が部下と交際している上、婚約するという話は彼女たちにとって驚愕する話だったのだろう。

「またランチでも一緒にどう？」

　傍観していた怜子が、すたすたと歩み寄ってきて助け船をくれた。

「織衣と私はいつも食堂で食べているのよ。よかったら一緒に食べる？」

　怜子が声をかけると、弾んだ声で返事が聞こえた。

「また明日ね」

　怜子が去っていくのを見送った後、織衣も女子社員を振り払い部署のあるフロアを出た。駐車場に向かうため、エレベーターに乗った。

　閉まりかけたドアから、無理やり入ろうとする人影を見て開くボタンを押す。乗ってきたのは、下山猛だった。

　顔が青ざめる。強気で返したくても、反応するのも怖くなっていた。

「織衣ちゃん、おつかれさま」

　いきなりちゃん付けで呼ばれ、不快になる。

「勝手に下の名前を呼ばないでくれませんか？」

　相手は、こちらの言葉など聞いていないようだ。

「織衣ちゃんが付き合っているのは瀧澤部長だったんだね。どうりで、あんなに怒っていたわけだ。公私混同しないと言いつつ俺の女に手を出すなオーラ全開だったし」

　孝哉は、織衣を必死で守ろうとしてくれている。なぜか執着してくる下山に閉口するも、孝哉の愛の強さを感じてうれしくもなっていた。

　それが顔に出てしまったのを下山はなにか勘違いしたのか、距離をつめてきた。

「怒った顔も綺麗だけれど笑うと、とびきりかわいいな」

「人の話、聞いているの!?」

　エレベーターはＢ１Ｆについたことを知らせている。急いで降りようとした織衣は、ぐいと手を摑まれ、中に引き戻された。

　下山に羽交い絞めにされている。ぞわり、と背筋を悪寒が駆け抜けた。

　悔しいが、小柄の織衣には男の腕力を払いのける力はなかった。

　荒い息遣いが聞こえる。嫌悪とおぞましさで鳥肌が立つ。

　孝哉ほどではないが、下山も上背があり、織衣はすっぽり彼の腕の中に収まってしまった。

　後ろから密着されているので、織衣の表情はわからないだろう。織衣は前方を睨み据えていた。

「怒っているの？　身体が熱くなったからそうなのかな。織衣ちゃんは感受性が豊かだね」

　饒じょう舌ぜつな下山は語り続けている。鼻息が鎖骨をかすめた。

　彼の腕が胸の下で、小さく動いた気がした。織衣は、腕をつねろうとしたが押さえ込まれてしまう。

「織衣ちゃん、俺はずっと君のことが気になっていたよ。どうしてあいつがいいんだ」

　下山の声は、蛇のように絡みついてくる。

「……離して！」

　バッグからスマートフォンを取り出そうにも、身動きが取れない。閉ざされたドア。密室は恐怖の空間と化している。

　心臓の音が大きく鳴り響いている。おぞましい手が、織衣のふくらみに触れてさすがに涙目になった。

　お尻に手が触れて背中に怖おぞ気けが走った織衣は、ローファーで思いきり下山の足を踏みつけた。

「これくらい痛くないよ。織衣ちゃんは、何してもかわいいんだから俺も怒らない」

「気持ちが悪いのよ！」

　絡みつく腕が、織衣の腰を滑る。身体がこわばってしまう。こんなことで助けを求めなければいけないなんて、嫌になる。

　こういうとき、女は理不尽だ。好きな男以外に触れられたら、嫌な気分にしかならないのは当たり前ではないか。

「三上さん、君が好きだよ。愛している！」

　下山が叫ぶ声が耳に不快にこびりつく。顔を近づけて唇を寄せられ、瞳を閉じて歯を食いしばった。

　孝哉はこういう嫌な男とはレベルが違う最高の男性だから、好きになったのだ。首筋に荒々しい息が、吹きかかり大きな手が這う。

　孝哉の優しい手ではなく、好きでもない変質的な欲望を押しつけてくる男だ。ぶるぶる、と首を振る。

　ヒールのついた靴は、苦手なのであまり履かないが履いてくればよかった。

　そのとき、腰に触れる硬いものに気づき、全身から嫌悪が立ち上った。頭が、先に理解している。

　相手が大好きなあの人なら、気持ち悪いと思うこともなかった。

「その顔、たまらない。気の強い織衣ちゃんが怒りと恐怖、嫌悪に染めた表情。こんな顔、あいつも見たことないんだろうな。綺麗すぎるよ。いつまでも見ていたい」

「……っ」

　下山は興奮しているようだった。織衣は触れ合ってくる体温が気持ち悪くて仕方がない。腕をよじっても、さらに拘束が強まるだけだった。

「こういうことしかできない人を誰が好きになるの？」

　相手が、一瞬息をつめた。

「……俺は君が好きなだけなんだ。瀧澤部長と同じだ」

「一緒にしないで！」

「皆にちやほやされているけど、それは瀧澤が御曹司だからだろ」

「……負け惜しみ？」

　下山は、孝哉に嫉妬しているのだ。

「所詮、親の七光りじゃないか。自分一人の力で部長になれたわけじゃない」

「生まれは、確かに恵まれているかもしれないけど、彼は自分の努力で今の地位を築いている。それを笠に着たこともない。そういう人だから好きになったのよ」

　下山に対して伝えることで、孝哉への想いの強さを再確認した。

「彼は、あなたみたいな卑怯者と違って真っすぐ想いを伝えてくれたわ」

　強い口調で、告げる。

　だが、下山には何も響かなかったようだ。

「心なんていらないから、俺のものになって」

　腰を押しつけられる。ブラウスの上からふくらみに触れられた。

　下山の手が無造作に動く。

「いや……やめて!!」

　織衣は絶叫した。ふくらみの先端を探り当てている。

　瞳に悔し涙をにじませた。

「織衣ちゃん、かなり巨乳だよね。スタイルよすぎ」

　下山の手がふくらみを摑んだ後、腰のラインを辿たどる。彼は、もう正気ではないのだろう。

「いやあああっ！　助けて！」

　どうして彼の異常性に気がつかなかったのだろう。

　エレベーターの開閉ボタンに必死で手を伸ばす。

　そのとき、正面の扉が開いて救世主が現れた。ぽろぽろと涙がこぼれ落ちる。

　落ちていた鞄を拾ってくれ、織衣を腕の中に引き寄せる。力強くあったかい腕の中……孝哉のぬくもりに包まれている。

　大きな手が、優しく髪を撫で梳かす。

　後ろには呆然と立ち尽くす下山がいた。

　織衣は、孝哉の胸に頭を押しつけられた。

「下山……お前、そこで何をしていた？　わかるように説明してもらおうか」

　地を這うような低音が、聞こえてきてさすがに怖くなった。

　仕事で怒ったときも、こんな声は出さない。孝哉が怒りを面にしている姿に、織衣は怒らせてはいけない人だと確信した。

「ぶ、部長……、俺は別に何もしていませんよ。三上さんが大げさなだけで」

　織衣は、守られた腕の中で顔をこわばらせた。

「噓をつくな！　彼女がこんなふうに身体をこわばらせているんだぞ。女性の弱さを利用した愚かな暴挙を侵したんだろうが」

「ひっ」

　下山は怯え切っているようだ。涙声になっている。

「すみません……すみません。あなたの宝物の織衣さんに、少しだけ触りました。彼女がかわいらしくて我慢できなかったんです」

　滑稽な告白に、孝哉が鼻を鳴らした。

「確かに織衣はめちゃくちゃかわいい。だがそんなのは俺だけが知っていればいいんだよ。そして、気安く名前を呼ぶな」

　孝哉が足を踏み鳴らす。閉じ込められた腕の隙間から確認すると、下山はうずくまっていた。

「少しくらいいいじゃないか……自分はいつも触りたい放題なんだろ」

「……下山のやったことは犯罪なんだぞ。わかっているのか？」

「……もうしません。許してください」

「それで許すというほど俺は甘くない」

　孝哉は容赦がなかった。

「大事にするのだけは許してやる。そうだな。地方支社に飛んでもらおうかな。クビにするほどではないと思って今日まで来たが、いい口実ができた」

「孝哉さん、やりすぎじゃない？」

「構わん。下山の扱いは正直困っていたんだ。織衣のことだけではなく女性社員からの苦情も多いし、何より仕事もできない。ミスは挽回すればいいことだが誤ご魔ま化かす。人からそれで信頼されるわけがない。　本人もわかっているだろう？」

　孝哉は下山を見下ろしている。ガタガタと歯の根をかち合わせて震える姿は、哀れに思えてきた。

　先ほどされたことを思えば同情はできないが。

「う……ああああ」

　喚く下山を残しエレベーターの中から出た。

　孝哉に肩を抱かれて歩きながら、彼を上目遣いで見上げた。織衣は平静を取り戻している。

「……孝哉さんを怒らせないようにする」

「怒らないよ。そして治療してやる」

　ぞくぞく、と甘い予感に背筋が震えた。車のドアが開き、孝哉の隣に乗り込んだ。

「さあ、帰ろうか……織衣」

　すっきりした様子の孝哉に、なぜか笑ってしまう。たとえようのない嫌悪と恐怖は、大好きな人が来てくれたことで掻き消えていた。

　ギアに手を置く骨ばった手に指を絡め合わせる。彼が来てくれるまでの時間は地獄だったけれど、今はもう天国の中にいる。

「助けてくれてありがとう」

　織衣は孝哉の側で、安堵の息をついた。

「もう少し早く行ってやれればよかった。怖かっただろう」

　孝哉は、車を運転しながらつぶやいた。

「嫌な思いしたけど、改めて孝哉さんへの気持ちを再確認したわ」

　

　走り出していく車の窓から夜景を眺めた。孝哉のマンションにたどり着いた織衣は、甘美な治療を受けそのまま夜を過ごした。

　早朝、アパートに送られて出勤準備をする羽目になったが、孝哉の愛に溺れていたかった。

　

　数日後、会社に行くと部署の掲示板に『異動のお知らせ』が貼りだされていた。皆が一様にその表示を眺めざわめきが起きているそばを通り抜け、自分のデスクに向かう。

　隣のデスクに戻ってきた怜子が織衣に詳細を伝えてくれた。

「下山君、来月から地方支社に異動になるらしいわ。今月末でこの会社を退社なんて急すぎるわよね」

　少し白々しささえ感じるが、織衣はうなずくにとどめた。もう下山のことは忘れてしまいたい。あの日のできごとは、孝哉が決着をつけてくれたのだ。

「あの……これ、よかったら食べてください」

　怜子と話していると下山が、菓子折りを押し付けて去っていった。呆あっ気けにとられたが選別として受け取っておくことにした。

　落ち込んでいると思いきやしっかり出社している。後始末はちゃんとしていく姿勢は、彼も社会人としてのマナーを覚えていたということか。

　用意が早すぎるのは驚いたけれど。午後休憩の時間、怜子とともにランチを食べ終えた後、２人で下山が渡してきたお菓子に手を伸ばした。

　中には動物の描かれたかわいいクッキーが入っており、食事の後には重かったので怜子と半分にわけて持って帰ることにした。

　下山の異動が決まっても惜しむ声はない。

　むしろすっきりしたという声も上がっているので、若干哀れにも思う。

　孝哉の言っていた通り煙たがられる存在だったようだ。

　織衣の方は下山と違い、話しかけられることが増えて驚いていた。

　情報システム部内で、視線を感じたり織衣を見てヒソヒソ話をする人たちもいて困惑している。女性社員もだが男性社員までがこちらを気にしているようなのだ。

　孝哉と婚約したことで部署の社員から注目を集めるようになったらしく、若干気が重い。

「しょうがないのかもしれないわ。でも、織衣が人気なのは部長のせいじゃないわよ」

「へっ」

「行き過ぎた行動を取った人もいたみたいだけれど、それは置いておいてもあなたは元々部署の人気者だったの。近寄り難いと勘違いされていただけ」

「噓でしょ？」

「仕事もテキパキこなすし、いつも毅き然ぜんとした態度。誰に対しても変わらないあなたは、皆の憧れなのよ。とても美人だし」

「ほ、褒めすぎよ！　変に私を讃えないで」

　顔を赤らめるが、怜子は気にせず話し続けた。

「瀧澤部長のおかげで織衣は情報システム部以外からも注目を浴びてしまったわね。次期社長夫人だもの」

　織衣はのどに詰まりかけたクッキーをグラスの水で流し込んだ。孝哉に言いたいことが山ほどある。

　織衣の平凡な会社生活は突然終わってしまった。その不満を抱えたまま、午後の仕事に精を出した。

　下山はこちらを気にする様子もなく、自分の仕事に向かっていた。一心不乱にキーボードを叩いている。

　オペレーター業務も３年目になり、入社した頃よりスムーズに仕事ができるようになった。

『慣れに慢心せず常に、謙虚な心で。日々は勉強だ』とは、入社当時、上司である孝哉がみんなの前で言っていたことだ。

　あの人は親の七光りだけではなく、ちゃんと己を磨いて今の地位を築いている。

　そんな男性と結婚し、彼を支えていく未来がすぐそこまで見えているなんてあの頃の自分では考えられなかったことだ。

　作成した書類を滝澤部長に持っていくと、目を見てうなずいた。彼は自分のパソコンの画面を見つめた後、織衣にしかわからない合図を送る。

　内心照れたが、気にしないようすぐに身をひるがえした。この部署で過ごす時間を今は大事にしていたい。

「怜子さん、私、この会社が好きなの。結婚しても働いていたい」

　休憩時間に、怜子に話しかけた。

　いきなり宣言されて怜子も面食らったようだが、浮かべている笑みは温かい。

「織衣は頑張り屋さんね」

「織衣と一緒に仕事できるのはうれしいわ」

「彼とも話さないと決められないけれど、私は仕事をしていたい」

　将来的なことはまだ見えないが織衣は、仕事を愛していた。

「あなたのそういう所に、惹かれたのかしら」

　怜子に言われて照れる。就業後、織衣は待ち合わせ場所の駐車場に向かった。孝哉は運転席のドアにもたれて待っていた。

「お疲れ様」

　駆け寄ると、フッと笑われた。

「どうした？　そんなに会いたかったのか？」

「ええ。瀧澤部長ではなくて、婚約者の瀧澤孝哉に会いたかったのよ」

　これだけ言うだけなのに、織衣の顔は真っ赤だ。

　孝哉のいたずらな指が頬に触れて確かめるから、バレバレだろうが。

「素直でよろしい。さあ乗りなさい」

　孝哉が運転席から乗り込み、織衣も助手席に乗り込んだ。

「今日は、何もされなかったか？」

　ふいに聞かれて、運転席の方に顔を向けた。

「されてない。お詫びのお菓子をもらっただけ」

　苦笑いする。

「いきなり丁重になられても受け止められないかも」

「……織衣、今月いっぱいまでは辛抱してくれ。奴はもう何もできなくても織衣を不快にさせたのは変わらないからな」

　下山のことを言われて、つばを飲み込む。

「……そうね。もうそれはいいんだけど、私の周りが急に騒がしくなって驚いているの。瀧澤部長の婚約者として注目を浴びてしまったから」

　横をにらみつけても、孝哉は涼しい顔をするだけだ。

「俺と婚約したのが原因なだけではなく、織衣はもともと人気者だったろう」

「そういや、怜子さんも言っていたわね」

「……まあ、織衣は自分が人気者だって自覚もなかっただろうが。もう俺に心配はかけないでくれ。さすがに身が持たない」

「……わかっているわ。私も孝哉さん以外の男性は、無理だから」

「当り前だろう」

　孝哉はエンジンをかけた。車が温まってくるとギアを入れ替える。車は一気に加速をつけて走り出した。

　

　月曜日のランチは、孝哉とともに屋上で食べた。２人で風を受け外の空気を吸いながら食べるのはとても新鮮だった。

　上流階級出身の孝哉が、屋上で弁当を食べるのを提案したことに驚いたが、２人きりになれる最適の場所だと彼は嘯うぞぶいた。

　織衣が作った弁当をおいしそうに平らげた孝哉は、大げさなほど褒めてくれた。まだ昼なのに、織衣はドキドキしすぎて疲れてしまった。

　屋上を歩きながら孝哉は、織衣を見つめた。サラサラの前髪が、風に揺れている。

「織衣、仕事で変わったことはないか。もう奴のことは心配していないが、婚約者が美しすぎると不安でたまらない」

「大丈夫よ。そういうのやめてくれる？　恥ずかしいでしょ！」

　真顔で口にされたので、ケーキがのどに詰まりそうになった。

「無理だ。諦めてくれ」

　織衣はさらっと返されて、こぶしを握った。

　

　仕事の話ばかりするのはどうかと思うが、同じ職場なのでどうしても話題は仕事のことになってしまう。

「……結婚したら部署を変わりたいいけどいい？　仕事を覚えてがんばるから」

「どうして変わりたいんだ？」

「結婚して夫婦で同じ部署にはいづらいじゃない」

「……わかった。俺としてはかまわないけど」

「孝哉さんがよくても私は気にするの」

　入社してから同じ部署で頑張ってきたので、正直別の仕事を１から覚える不安はあるのだが、瀧澤コーポレーションで働くのが好きなのだ。孝哉は思案気な顔をした。わがままだった気がする。

　織衣に対しては甘すぎるくらいだが、仕事のことに関しては変わらず厳しい。そういう人だから尊敬しているし愛したのだ。

「部署の移動をしてまで会社に残りたいんだな。大変だぞ」

「わかってる。私は瀧澤コーポレーションで働けるのがうれしいの。孝哉さんに迷惑かけないなら、今まで通り会社で働きたいわ」

「迷惑などあるものか」

　熱い眼差しを向けられ、耳元には優しい声が降り注いでいた。

「織衣は仕事を愛しているし、その頑張りも上司としてよく知っている。働きたい間は、会社にいてほしい」

　織衣はたまらず孝哉に抱きついていた。背中をトントンと叩かれる。

「孝哉さん、辞めろとか言わないんだ」

「織衣は仕事をしているとき、とても楽しそうだ。いきいきと働いているのに、無理にやめさせて籠に閉じ込めたら窒息するだろう」

　唇に指で触れて、孝哉はクスっと笑った。

「……本当は、他の男の目に触れさせないようにしたいがな」

「どっちなのよ」

　髪を乱暴に撫でられて、唇を尖らせる。

「気が強いが純真可憐な織衣を愛しているよ」

「また、私を上手く黙らせるんだから」

　気が強いだけで、結局いざというとき、１人じゃ何もできない。愛する人の助けを待ち焦がれるなんて、どこのお姫様だろう。

「俺の女だと知らしめたんだ。もう手を出す度胸のあるやつはいない。織衣は心置きなく仕事に励め。行きたい部署の部長に話しておくから」

「そこまでしなくていい！　公私混同はしないんでしょ。会社にいづらくなるわ」

　織衣が訴えると、孝哉はそうだなと納得した。

「わかった。くれぐれも、変な男には注意するんだぞ」

「私は、孝哉さん以外を異性として見ないわ」

　ツン、として顔を背ける。異性に慣れていない織衣は、これくらいでも真っ赤になっていた。

「誘っているのか？」

「誘ってない！」

　織衣が目をそらすと、素早く唇が塞がれる。

　なまめかしいキスが、呼吸を奪い吐息を乱していく。会社だというのに不謹慎な上司だ。

「ん……はあっ」

「織衣は、キスですぐとろけるな」

　ビルの屋上は誰にも見られることがない。会社内では上司と部下として過ごす。暗黙のルールだったはずが、今日はタガが外れているようだ。

　孝哉の背中に腕を回すと、キスは更にエスカレートした。舌を吸い歯列をなぞっている。腰からぞくぞくとしたものが駆け上がり、背中をとんとんと叩いた。

　孝哉のスーツの裾を摑んで、踵きびすを立てると背が浮いた。

「同じ場所に帰る日が、待ち遠しいよ」

　孝哉の声が、耳元で聞こえる。孝哉の纏まとう香りが織衣に移るようだった。

　

　情報システム部の部長である瀧澤孝哉と婚約して１か月がたとうとしていた。仕事が終わった後や休日に孝哉と結婚準備に追われますます多忙になっていた。

　あの下山も地方に異動になり悩みの種も消えた。情報システム部の同僚との関係も良好で、前より仕事が楽しくて仕方がない。

　もうすぐこの部署ともお別れだと思えばさみしいが、瀧澤コーポレーションで働けるだけで、織衣はうれしかった。

　パソコンの前でキーボードを叩き書類を完成させると、瀧澤部長のデスクに向かった。そっと書類をデスクに置くと、正面にいた孝哉が顔を上げる。

　こちらを一いち瞥べつし、書類を確認する。

「ご苦労さま」

　ぺこり、と一礼しデスクを下がる。ここでは恋人ではなくあくまで上司と部下……周りには白々しく見えているかもしれないが、織衣は最近上手く切り替えられていた。

　孝哉の態度は、冷たく見えるほどだが、誰もいない２人きりの場所に行くと仮面を脱ぎ捨てる。

　織衣としては同じ部署で頑張りたい気持ちもあるが、一緒にすると分別がつかなくなる。自分なりのけじめで、部署を変わるのだ。

　異動を希望している部署は、定期的にコンペがあり今の仕事とはがらりと変わってしまうが、自分を試せるとうずうずしていた。

　午後休憩の時間になると、怜子を含め同僚女性４人で食堂に向かう。以前は怜子と２人きりだったが、随分とにぎやかになった。

　同年代である２０代半ばの女性たちが集まるとかしましい。

「瀧澤部長って、ふだんどんな人なの？」

　ぐいぐいと聞いてくる同僚女性に苦笑いする。

「こらこら、織衣が困っているじゃないの」

　怜子がたしなめられて、勢いは収まる。

「私にはもったいないくらいの人。それだけははっきり言えるわ」

　きっぱり言うと、皆が歓声を上げる。孝哉とランチをする時間も週に２度ほど取るので彼女たちと過ごすのは週に３回だ。

「織衣の相手が務まるのは、瀧澤部長しかいないと思うわ」

「怜子さん、それどういう意味!?」

　怜子がふっと笑うので、織衣は聞き捨てならないと問い詰めた。

「２人は、お似合いってこと」

　はぐらかされて、うなる。孝哉しか織衣を御せるのはいないと自覚はしていた。自分が素の弱さを見せられる懐の深い人。

　４歳違うだけなのに、悔しいくらい大人でいい男だった。

「ところで織衣ちゃん、本当に部署を変わるの？　さみしくなるわ。せっかく仲良くなれたのに」

「けじめよ。やめなくていいと言ってもらえただけで私には十分なの。みんなとは、お仕事では直接関わらなくなっても、会えなくなるわけではないわ」

「えらいな。私は慣れた場所を離れてやれる自信がないもの」

「……えらくなんてないの」

　織衣の隣から聞こえた声に肩をすくめる。会社で覚える仕事より、瀧澤家に入ることの方が大変な気もしている。

　孝哉を信じてついていくだけだが、生まれと育ちが違いすぎるから、これから骨が折れる日々が続きそうだ。

「織衣、何かあったら相談してね。１人で強がらないでいいから」

　怜子が、ぽんと肩を叩く。織衣は肩の力が抜けた。皆が笑顔で見守っている。食後のお菓子を食べ、ランチの時間は楽しく過ぎていった。

　　

　週末、織衣は孝哉と孝哉の母親とともにブライダルショップに来ていた。最近ブライダル系の雑誌を見てらしくもなく気分が高まっていたが、実際に訪れると違う。

　和装から洋装、様々な衣装が店内にはあふれかえっていた。メインのドレスだけではなくお色直し用の衣装まで選べるなんて想像していなかったので夢の世界に内心うっとりしていた。

　織衣は白打ち掛け、披露宴用のドレスを先に選んだ後ウエディングドレスを選ぶことになった。

「織衣さんは、胸が豊かで腰がしなやかなのよね。胸元が開いた大胆なものも似合いそうだけれど、孝哉はどう思う？」

　孝哉の母親である美喜が、織衣の隣から孝哉に問いかける。既に何着か試着し、疲れている織衣は、そろそろ帰りたいと思い始めていた。

　顔はまだ笑みを保てているが、精神的には疲労困憊だ。

「織衣はどんなドレスが着たい？　俺個人としては、清楚なマーメイドラインのドレスでもいいと思うんだけど」

「孝哉、それはもったいないわ。こんなにスタイルがいいのよ」

「そんなによくないですよ」

　美喜の視線が、胸に注がれていて恥ずかしくて仕方がない。デコルテのラインが出たドレスは、胸の谷間まで丸見えで露出度が高い。

「私もデコルテがレースで覆われているタイプのマーメイドラインかなと。ウエストの線が出てしまうのが、気になりますが……」

「あら。あなたは細いんだから、気にすることないわよ」

「ああ。織衣が着たいのならマーメイドラインのウエディングドレスにしよう。デコルテには、パールのネックレスが映えそうだな」

　孝哉はうんうんと顎をしゃくる。

「このドレスを仕立ててもらおう。仮縫いのときにまたサイズも確認すればいい」

　ドレスが決まったので、次はアクセサリーショップでティアラを選ぶことになった。織衣はストレートロングの黒髪だが、当日はカールを入れてもらうことになり頭頂部にティアラを飾ることになった。

　瀧澤家御用達の店らしく美喜の口添えで話はとんとんと進んでいく。織衣の希望で花がモチーフのものを作ってもらえることになった。

「織衣さんはかわいいというより綺麗だから凜とした感じがいいわね」

　美喜は、織衣の頭にティアラを乗せてうなずく。ブライダルショップでは着せ替え人形だったし、ここでも織衣は、ほぼされるがままだ。孝哉は、顎をしゃくりうなずいている。

「……ははは。ありがとうございます」

　結婚式用の衣装と、ティアラ選びが終了し、瀧澤家に戻ころにはくたくただった。美喜が、部屋に戻ったので孝哉と２人きりになる。

「あのドレス、ウエストだけではなく胸も目立たない？」

「……何着ても隠せないんだから諦めろ」

　頬を膨らませると、孝哉が指でつついてくる。そのまま頰や首筋にキスが落ちてくると、肌が火照ってくる。

「赤くなってきた……織衣はわかりやすいな」

「私で遊ばないで！」

　クスクス。笑われてポカスカ広い胸を叩いた。

　

　婚約してから３か月後、ついに結婚式の日を迎えた。朝からせわしなく準備し、結婚式の行われるホテルに向かった。

　結婚披露宴と２次会をし、今日はこのホテルに宿泊する。会社や取引会社、業界関係者などかなりの人数が招かれた盛大な式は織衣が知らない世界だった。

　緊張はしていたが、前日はよく眠れたのでお肌もつやつやでメイクのノリもよかった。意外に本番に強いのが、自分の長所だと思っている。

　肝が据わっていていいよと孝哉に言われてしまったのも記憶に新しい。

　今日まで怒濤の日々だったが、この日を迎えられてよかったと心からかみしめていた。

　

　フィッテイングルームで着替えると新婦の控え室に入る。孝哉に会えるのは、もう少ししてからだ。

　そのとき、新婦の控え室がノックされて織衣の両親が入ってきた。半年ぶりに会う２人は、織衣を見た瞬間、感慨深い表情で目元を潤ませた。

「織衣……、綺麗よ」

「お母さん、お父さん、来てくれてありがとう」

　小花のあしらわれたレースが胸元を覆うマーメイドラインのドレス。首筋から鎖骨には、パールのネックレスが輝いていた。

　頭頂部には、花をかたどったデザインのティアラ。ドレスと、装飾品を身に着けると好きな人に嫁ぐという気分も高まってくる。

　自分がこんなに乙女嗜し好こうだったなんて知らなかったし、孝哉のせいで変わったんだと思う。

「今まで、お世話になりました。織衣は幸せになります」

　ぐっ、ときたのか父がすすり泣きを始めた。母は、目元にうっすらと涙をにじませ、織衣の背中を撫でていた。

　両親の元を離れたのは高校を出てすぐだったが、定期的に里帰りをして顔を合わせていた。何年もともに暮らしていないが、やはり寂しいのは変わらない。

　独立して家を出たときとは違い、嫁ぐことで家を離れるのだ。

「孝哉さんに感謝しなければ……織衣をもらってくれるのだもの」

「……じゃじゃ馬だったもんね」

「そんな織衣を大人しくさせてしまえる男性はなかなかいないだろう」

　母がしみじみ言い、父はうなづいていた。婚約してすぐ両家で顔を合わせたし、孝哉と２人で両親に会いに行ったこともある。

　お酒を酌み交わして父はすっかり孝哉がお気に入りになっていた。

　彼が会社の御曹司であることに最初驚いていたが、孝哉本人の人柄に触れて、丸ごと好きになってくれた。

　織衣が本当に愛し信頼を寄せている男性を信じてくれたのだ。

「お父さん、失礼すぎるわ。私が手に負えなかったみたい」

　むっ、とにらんだ振りをすると父は、若干慌てたようだ。母はクスクスと笑っている。

「……織衣はこのまま仕事に生きるんじゃないかと思っていたよ」

「そうね。孝哉さんと出会わなかったら、恋愛はまだだったかもしれない」

　つくづくそう感じていた。孝哉に告白されなければ、今も仕事に没頭するだけの毎日だったはずだ。

　そのとき、こんこんと扉を叩く音がして、上ずった返事をしてしまった。

「……孝哉さん」

　両親が離れて部屋から出ていく。真っすぐやってきたのは孝哉だった。白いタキシードを着ている。ポケットにはハンカチーフを差して、織衣だけの王子様がそこにいる。

　品のいい仕草は洗練されていていつもにも増してきらきらと眩しかった。

　かっこよすぎて目がくらむような人は目を細めて織衣を見つめた。

　心底、愛おしいと伝わってくる。

「織衣、綺麗だよ……」

　２人だけになると、孝哉は更に距離をつめた。織衣は、孝哉の方を見られずうつむいた。顔どころか全身が、赤くなっているだろう。

「どうした？　顔を見せてくれ」

　ヴェールを持ち上げることはできないので、完全には顔を見られていないのを幸いに思った。

「も、もう無理。孝哉さんは憎いくらい素敵で……嫌になる。どうしてそんなにかっこいいのよ。私はこんなに平凡なのに」

　せっかくの結婚式なのに、今日もかわいげがないことを言ってしまう。織衣は自分にあきれたが、孝哉は瞳を細めてこちらを見つめているだけだ。

　まるで動じていない。

「俺の愛した女が平凡なわけない。織衣のような女は世界に１人しかいない。手に負えないほど俺を狂わせて、本人は無自覚。そんな女が他にいるか」

　熱烈な言葉を浴びせられて、うめく。結婚式を挙げる前に恥ずかしさで死ねそうだ。

「孝哉さんの馬鹿……式の前に泣かせないでよ」

　鼻をすする。メイクが剥がれてしまうのを意識すれば涙が止まった。腕を引かれ椅子から立つと、正面から抱きしめられる。

　耳元でささやかれた言葉に、胸がきゅんとなったのは秘密だ。

　孝哉が控え室から出て行ったあと、孝哉の母親が訪れた。目を輝かせて織衣の手を握ると、彼女はさすが孝哉の選んだ女性ねとつぶやいて控え室を出て行った。

　　

　挙式は段取りよく進んでいく。両親への挨拶と新郎の父の挨拶所では、感極まってしまった。

　隣にいる孝哉の眼差しは凜と輝いている。盛大で豪華な式だが、一般的な結婚式とやることは変わらない。

　３年前、出席した従兄弟や兄の結婚式もこんな感じだったと思い出す。まさか、織衣がこんな盛大な式を開くことになるとは思わなかったのだが。

　父は、今頃緊張してきたようで母が隣で声をかけているのが見えた。娘の勤める会社の社長と親戚になるのだから、気が張って仕方がないだろう。

　チャペルには、新郎新婦、親族と友人が移動した。厳かな神父の声を聞くと身が引き締まる。

　誓いますか？　と問われ、２人とも即答した。そして、いよいよこの瞬間がやってきた。指輪を交換し、孝哉が織衣のヴェールをめくりあげる。

　胸が張り裂けんばかりに高鳴っていた。

「織衣」

　織衣にだけ聞こえるささやきが、耳を打つ。

「……孝哉さん？」

　瞬きしていると、影が重なった。孝哉の唇がゆっくりと近づき触れ合わさる。織衣は、大きな瞳を更に見開いた。

　瞳から、涙が落ちてくる。頰も熱い。手を組み、２人でチャペルの扉を開けた。

　ライスシャワーを浴びながら笑顔で階段を下りた。

　係の女性が渡してくれたブーケを投げる。そのブーケは怜子が見事にキャッチし、織衣にウィンクを送った。

「織衣、とっても綺麗よ。幸せになってね」

「怜子さん、ありがとう！」

　孝哉の腕に寄り添い、怜子に笑顔を向ける。衆目の視線を浴びる中用意された車に乗り込んだ。

　織衣は車に乗ってすぐ、孝哉に不平不満を伝えていた。

「孝哉さん、誓いのキスは振りだけじゃなかったの？」

　頰を膨らませると、孝哉は肩に腕を回してきた。

「……見せつけないでどうするんだ」

　孝哉はしれっと言い放ち、織衣の手を握った。戻ってくると、衣装を着替えて披露宴が始まった。

　メイクも変えて白打ち掛け姿になった織衣は、大げさなくらい孝哉に褒めそやされた。三三九度のお酒は杯に口をつけるだけで飲む振りにしたが、孝哉は飲んでいるようだった。

　キャンドルサービス、ケーキカットを終え、披露宴は滞りなく終わった。２次会を終えると、日も暮れて夜になっていた。

　ホテルの部屋で安堵の息をつく織衣は隣にいる旦那様に、ねぎらいの言葉をかけた。

「孝哉さん、お疲れさま」

「俺が先に言おうと思ったのに。織衣こそ疲れただろう」

　タキシードの襟元をくつろげる孝哉に、大きくうなずいた。

「……もう無理」

「これからもいろいろ大変な思いをするだろうが、俺がいるから」

　瀧澤コーポレーションの御曹司と結婚したのだ。織衣の想像以上の困難があるのかもしれない。

　それも覚悟した上で愛する人と歩むことを決めた。運命なんて、安っぽい言い方は嫌いだけれど、孝哉との出会いから決まっていたとすら思ってしまう。

「しょうがないからね。孝哉さんと歩いてあげるわ」

　ぷい、と顔を背けてみる。孝哉の視線の甘さに耐えきれない……。顔を背け身体を横に向けても愛する人は、逃れることを許してくれないので無駄なのだが。

「反則なくらいかわいいな。罪深いぞ……俺の織衣」

「……孝哉さん、何だか熱い」

　織衣は、正面から抱きしめられた。ソファーにもつれ合い倒れこむ。

「織衣の晴れ姿に興奮したのかな」

　発熱しているわけではなく、心臓の鼓動と彼の情熱が燃えたぎっているのだ。

「美しいよ……織衣」

　涙が、ぽろぽろとこぼれ落ちる。せっかくのお化粧が剝がれてしまうのに涙が止まらない。こんなにも泣き虫だったなんて自分が信じられない。

　腕が離れる。織衣は、きっ、と強い眼差しを孝哉に向ける。

　もうこれ以上泣き顔を見られたくない。

「孝哉さんは、もうとっくに気づいているのよね。気の強いのは仮面で、本当は……どうしようもなく臆病だってこと」

　抱えていた思いを吐き出してもいいという気分になれたのは、今日が２人の始まりの夜だからだ。知られるのを怖がって夫婦になっても仕方がない。

「……だから何だって言うんだ。どんな織衣だろうが俺はすべてを愛している。守るから、全部ゆだねてほしい」

「……かっこいいんだから、もう」

　言われ慣れているだろうし面と向かっては言わないようにしていた。

　だが、言わずにいれなかった。自分の信念を曲げず折れない生き方に、惚れたからだ。

「織衣に言われたら、俺もいい男になれたのかなって自惚れられるよ」

「よ、よく言うわ」

　クスクスと笑い合う。セットされていた髪がほどかれ、背に流れ落ちる。

「このまま？　それともバスルームに行く？」

「お風呂入りたい」

　孝哉に伝えると抱き上げられた。着物を着た織衣を軽々と抱き上げて連れて行く。

　洗面室に連れていかれて、椅子に下ろされる。

「孝哉さん……」

「そのままにしておきたいけど、すべてを露わにした織衣を抱きたい」

　着物がはだけられ、脱がされていく。ゆっくりとすべてをあらわにされた織衣は濡れた眼差しで見つめる孝哉に鼓動が早鳴るのを感じた。

　胸の鼓動がどんなに早く鳴っているか知られたら、悔しい気もする。呆あっ気けなく、すべてを奪う孝哉に堕ちたのはずいぶん前だ。

　首筋に腕を回してしがみつくと、真上からキスが降ってきた。上唇を軽く啄んで離れただけだが、

　２人の間には、甘い息が弾んでいた。織衣は、あっという間に白い裸身をあらわにされた。

「目が濡れているな」

「……違う」

　目元にキスをされる。外気にさらされた肌が震えている。腕を交差させ胸元を隠していた織衣は、ぐいと腕を引かれ、抱きしめられた。

　孝哉もすべてを脱ぎ捨てていた。彼の肉欲が熱く立ちあがり織衣を求めている。

「……いつの間に？」

「織衣といたら、欲情が止まらない」

　裸同士で触れ合い孝哉の熱を直接感じた。織衣が彼を求めて仕方がないのも伝わっているのに違いない。

　バスルームの扉を開けると真っ白なバスタブと、洗い場があった。

　お風呂の浴槽は、二人で入っても十分の広さだ。天井から吊された照明も落ち着いた光を放っていて、美しく洗練されたバスルームだった。

「綺麗……」

「ゆっくりできそうだな」

　孝哉はバスタブにお湯を貯め始めた。

　椅子に座り身体を洗う。

　孝哉も洗い終えるとバスタブにつかった。

「孝哉さんでよかったと思っているの」

「織衣……今夜は思いっきり愛したい。すべてありのままで」

　聞いたことがないほど甘い声で、ささやかれ背中が粟あわ立った。正面から抱きしめ合い、キスを交わす。

　唇が赤くなるほど何度も重ねあうと、それだけで心が満ち足りていく。でも、すべては満たされない。

　貪欲にほしがる２人は、口づけを深くしていった。

「ふあっ……っ……」

　ねっとりと舌が口内に潜り込んでくる。

　舌先を吸われていると、身体の奥底が熱を持ち始めた。耳みみ朶たぶを嚙まれ、背中から腰を指が辿たどった。

　敏感に跳ねる腰を撫なで上げる大きな手。

「素直に感じてくれるから、俺は男として自信が持てるよ」

「やっ……」

　肩を小さく嚙まれ、ぞくぞくと快感が押し寄せる。むずがゆさだけで痛みはなかった。本能を搔き立てて、導いてゆく。

　お湯が、波打っている。

「後ろから腰を撫でると感じるか？　ここは直結しているからかな」

　つーっと指先が背筋を辿る。織衣の息が荒くなっていく。お湯を含んだ手は湿っていて、それが肌に触れると変な感覚に襲われそうだった。

　首筋をなぞりふくらみを大きな手のひらが包み込む。どくん、心臓の動きさえ捉えられた気がした。

　先端には触れないように、下側を撫でて、またキスをする。淡いキスでもたきつけられてしまうのは、とっくに慣らされているからだ。

　織衣は、自ら孝哉の顎に触れ、キスを重ねた。もどかしいだけのキスは、すぐに強引で誘惑的なキスに変わる。

　ちゃぷん、とお湯が跳ねるたび、自らが感じているのだと思い知らされる。孝哉が、耳みみ朶たぶをねぶり愛をささやく。

　官能的な魔法が、２人だけの夜を作り上げていくようだ。

「お前が好きだよ……織衣、今日は全部をくれないか。俺も全部やる」

　その意味を理解するのに数秒。お前と孝哉に呼ばれるのは、嫌じゃない。もっと呼んでほしいと思う。結婚初夜に彼のものになれる……。

「はぅ……んっ」

　ねっとりと耳みみ朶たぶに滑り込んでくる舌の動きが、彼と混ざり合っている姿を連想させて、愛蜜が、奥からあふれ出す。

　乳暈を指の腹で撫でて、ようやく乳房の先端を指がとらえた。ぴん、と弾かれるだけでめまいがする。

　ころころと転がされれば、固くしこっていく。孝哉に感じて、イカされたい。

　濡れて、堕ちて全部を受け止めたい。

「どうしてほしい？」

　わざとらしく、やんわりと触れられると、子犬のように鳴いてしまう。お尻を摑んだ手のひらが、そこを丸く撫でまわす。

「ここ、ぷっくりと膨れあがって美味しそうだ」

　指で辿られ、ビクっと肩が揺れる。

「……舐めて、口に含んで吸ってほしい」

　本能で口にした言葉は、彼を満足させたようだった。乳暈ごと孝哉に飲み込まれていく。すぼめた舌で硬くしこった頂をツンツンとつつく。唾液をまぶされると、ぞわぞわとした感覚が広がった。

　意地悪な孝哉は、織衣の願いをまだ１つしか叶えていない。片方の乳房もフェザータッチで愛撫をされ、じりじりと肌が焦がされていくだけ。

　塗りたくられた唾液が、滴り落ちる様を薄く開いた目で呆然と見ていた。

「はっん……孝哉さん、も、もっと」

「ちゃんと言えたね……」

「はうっ」

　いきなり唇が硬い蕾を引っ張る。軽く歯を立てられ、きつく吸い上げられる。まぶたの奥で、小さな光が瞬いて、孝哉の背中にすがりつく。

　半分しか貯められていないお湯だが、２人の体重で嵩を増しちゃぷちゃぷと波打っていた。胸の先端を指で挟み、吸う。

　しつこいほど胸を愛されていると、腰が疼いてしまう。敏感な蕾が、じくじくと熟れて赤くなっているだろう。

　優しく愛でるだけだったふくらみは、強弱をつけて揉まれ、孝哉の手のひらで形を変えている。

「織衣は、感じやすいな。１人でしたこともないんだろ」

「１人でなんてするわけない……っ」

　頂をこねて、転がしながら孝哉は口にする。彼はふくらみに顔を埋めていた。大胆な角度に開いていく両脚の間からは、蜜が滴っている。

「またやり方を教えてやる。きっとセックスがもっと楽しくなるよ」

「……一人でより孝哉さんとする方がいい」

「まったく、お前はかわいいことを言ってくれるね」

　両胸を揉みしだかれる。指の間では頂をこねられて、息が上がる。

「気持ちいい？」

「っ……気持ちよすぎて駄目」

　ちゅっ。吸われた頂が、胎内のざわめきを広げる。小刻みに舌を震わせる動きが、たまらない。

　両ひざがわななく。下腹に伸びてきた指が、淫核を暴き出す。

　軽く押され、すすり泣く。そこが硬くなり、花びらにも蜜がたまっているのを孝哉の指が確かめている。

「はあっん……ううっ……やあっ」

　辿られて、腰が浮く。お湯の中で蜜を搔きだす音が響く。

　織衣の頭を搔き抱いて、孝哉が唇を貪る。突き出した唇は、まるごと食べられて味わわれている。

　上下に花びらを撫で、蜜を淫核に塗りたくられる。

　孝哉の指に奏でられることを織衣の身体は悦んでいる。

「んん……っ……はっ……ん」

　上唇から下唇を食んで、ぬるりとした舌を挿入する。舌が絡まり合い互いの体温をあげていく。

　蕾をきつく擦られて、どっぷりと蜜がこぼれた。

　膣ナ内カに長い指が差し込まれると、織衣も鮮明に自分の身体の鳴き声を聞いてしまう。

「美味しそうに食らいついてくる」

「やあっ……言わないでよ」

「もっと増やしてもいいかな」

　宣言とともに、入ってくる指が２本になる。

　奥と浅い場所を同時に攻められ次第に脳裏が濁ってくる。膣ナ内カで指が折り曲げられた瞬間、くたりと身体の力が抜けた。

「はっ……あ、ああ」

　肩で息をしていると、身体が引き寄せられる。押し開かれた場所に漲りが突きつけられていた。

　ひどく凶暴で、織衣を愛してくれる孝哉自身の硬いモノ。

「あ、あ……」

　織衣は、顎に唾液が伝っているのを知覚し、恥ずかしくなった。こんなにも孝哉が、ほしくて、我慢できなくなっている。

　孝哉が、腰を揺らすと、内うち股またに滾たぎったモノがこすれた。股ももの間で、行き来する肉欲は、時々先端で淫核に触れていじめてくる。

　孝哉の肩に頰を寄せて、歯を当てた。小さく嚙んだら、孝哉がうめき動きが速くなる。

「やあっ……意地悪。孝哉さんの馬鹿！」

　悪態をつく。先端が、大きく蜜襞をえぐり背筋が反る。腕が支え、バスタブにもたれることはない。

「そんなに俺をほしがってくれるなんてうれしいよ」

「……だってほしいもの」

　鋭い切っ先が、蜜口に少しだけ埋まった。

「今日は、初めて直じかで抱けるから、ゆっくりしたかったんだ」

　孝哉の声は、かすれて熱っぽかった。織衣に狂っているのがわかるほど。

「何度奥をかき混ぜても、出してもいいのか。覚悟はしているんだろ」

「……いっぱい、ほしい。たくさん出して」

　平静では決して口にできない卑猥な言葉を届けている。ぐ、と更にみなぎりが、膣ナ内カに入っていく。

　織衣は、ずぶずぶと音を立てて飲み込んでいく姿を視界にとらえていた。

「はあん……っ」

　孝哉のみなぎりで膣ナ内カがいっぱいになる。ひとつに繫がっているという恍こう惚こつ感が胸を満たし、充足感を与えてくれる。

「ちゃんと咥くわえこんでいる」

　繫がった状態で、抱擁とキスを交わす。舌を絡めあうと更に感度が増していくようだ。

「孝哉さんが、いっぱいでうれしい」

「まだ挿れただけだぞ」

　孝哉の全部が届いて、繫がっている実感が何より興奮させるのだ。

　彼に作り替えられた身体は、待ち望んでいたものが与えられたことで歓喜している。

「あっ……っは」

「生はやばいな。すぐ持っていかれそうだ」

　避妊具なしの状態で彼を直に感じる。避妊具をつけたときも隔たりはあまり意識したことがなかったが、ない状態とこうも違うとは思わなかった。先端が最奥で跳ねた感触がまざまざと伝わってくる。

「いっぱい、出していいんだろう」

「いやっ……かき回さないで」

　繫がり合った場所から、ぐちょぐちょと濡れた音がした。織衣の腰をぐっと摑んだ孝哉は、剛直で最奥を抉えぐった。

　先端で膣ナ内カをかき混ぜる。乳房の先を引っかかれて、もだえるしかない。

「あん……そんな」

　肉欲のくびれた部分が、蕾を擦る。きゅん、と膣ナ内カがわなないた。ビクビクと身体全体が、揺れてしまう。

「２回目」

　耳元で声が聞こえた。繫がったまま抱えられるとバスルームの床に押しつけられる。シャワーをひねっても喘ぎ声は消せない。

　孝哉は織衣の両脚を上手く支えて腰を使い始めた。

「あっ……あっ」

　達したばかりの媚肉は、疼きが収まっていない。孝哉の長大な昂ぶりを難なく飲み込んで、食らいつき始めている。

　ヒクヒクと脈動を繰り返すその場所を孝哉の剛直は容赦なく突き上げる。

「イってるときの織衣の顔も、綺麗だ」

　がくがくと揺さぶられる。既に思考はあやふやで、孝哉の攻めを従順に受け入れて乱れるしかできない。

　甘くて淫らなささやきもスパイスになっていた。背中にしがみつくと、圧迫が強くなる。最奥で膨らんだ熱が、今にも弾けそうだ。

「孝哉さん……っ」

「……くっ」

　どくどくと熱い精が注ぎ込まれる。両腿ももを孝哉の身体に巻きつけると、ぐっ、と腰を押しつけて何度か突き上げられた。

　予告通りたくさん注ぎ込まれた。織衣の愛液と混ざり合った白濁が、内うち腿ももから伝い落ちてゆく。

　最後に乳暈ごと先端を食まれ、織衣は意識を飛ばした。

　

「ま、まだするの？」

「織衣は、足りたのか？　俺は織衣がまだ足りてないんだけど」

　スイートルームの広いベッドの上で、織衣は横から抱きしめられていた。

　１度、熱を飛ばした後だというのに、孝哉の昂ぶりは勢いを取り戻しかけている。

「お前は勝手にイったが……俺はまだ１回だぞ」

「ど、どんな理屈……っああ」

　ずぶずぶと、孝哉がみなぎりりを股の間に押し込んでくる。織衣の身体は噓をつけないようだった。

　直で感じる愛しい男の焦熱をやすやすと受け入れた。横から乳房を揉みしだかれ、腰をうがたれる。

「う……あっ」

「……俺の想いはこんなもんじゃない」

　指先が、乳房の先を押しつぶす。突き上げで揺れる乳房は、大きな手の平が自由にもてあそぶ。

　脳裏の光が瞬いては消える。先端が最奥を擦り、敏感な淫核を指が押した。

「や、や……っ」

　かくん、と身体が揺れる。横からうがたれているので孝哉の表情はよく見えない。腰を突き出して臀部をくねらせ応える織衣の顔は、横から見られている。

　物ほしげに唇を開き、しとどなく唾液をこぼしている表情すら彼のものなのだ。征服されるのは、嫌だ。

　だが孝哉に愛し尽くされているのなら、かまわない。

　孝哉は、腰の動きを緩めた。じれったさで身をよじる織衣は、あえかな吐息を漏らし、瞳から涙を落とした。

　最奥にとどまっている孝哉の焦熱は、今にも爆発しそうだが、寸前で堪えている。

「……ふ……っん」

　大きな身体の前で織衣の身体は自由にされてしまう。流す汗さえもうどちらのものさえわからない。

　荒い呼吸が、弾んでは溶ける。

「う……あ、孝哉さん、好き……」

「ああ。好きだよ」

　腰から回った腕。乳房に伸びた手が、膨らみを摑む。

「お前の乳房も俺だけのものだな」

「……うん」

　素直な欲情を見せてくれる孝哉が愛しい。律動を刻まれて出る声は、身体の奥からの叫びなのだろうか。

　最奥をずん、と穿うがたれるたび、腰をくねらせて本能的に喘ぐ。

「来て……あなたのをたくさん出して」

　瞳から涙をこぼし訴える。

「織衣、あげるよ。だから泣くな」

　ぐい、と顔を傾けさせられる。

　すすり泣く声はキスで封じられ、ずん、と突き上げられた。

　恐ろしいほどに大きくなった孝哉の欲望が、脈動する。その鼓動まで感じ取れた。

　織衣の蜜襞が孝哉の昂ぶりを絡めとる。腰を淫らに振れば、更に強く胎内をえぐられた。丸い先端から、どくどくと熱を迸らせ、織衣は、歯を食いしばり瞳を閉じた。身体が波打ち、弛緩する。舌を絡めながら、果ての世界に旅立った。

　内股を熱が、果てなく流れ落ちていく。

「……はあ」

　呼吸が荒い。心臓が早鐘を打っている。激しい情交の後で寄り添いあい恍惚のため息がもれていた。

　繫がる瞬間よりそのあとの方が一体感がある。愛する人の胸の中は温かい。

「織衣、かわいい」

「素のときに言わないで。照れるんだから！」

　織衣は両足を絡めて隙間なく孝哉とくっついている。髪を撫でてくる手の動きさえ優しくてどうも落ち着かない。

　どっぷりと濃厚な行為に溺れていたのに、素に戻ると途端に気恥ずかしさが襲ってくる。織衣を気にしない孝哉は髪の一筋を指に絡め口づけをしたり好き放題だった。離れたくない気持ちは裏腹に、もぞもぞと動いて抜け出そうとしてしまう。

「きゃあっ……」

　急に胸の先を指が撫でてきて、変な声をあげた。指の腹が、撫でるほどそこは固くなっていく。

「俺の腕の中くらい素直でいていいんだ」

「いたずらしないでよ……もっと……」

「もっと？」

　きゅっ、と先端をひねられて、鼻から弾んだ息が漏れた。

「……したくなる」

「織衣……！」

　ぎゅっと抱きしめられる。体格差のせいで孝哉の腕の中にすっぽりと包み込まれる状態だ。

　背中から腰骨を長い指が辿り、また息を吐き出す。

「したいんだろ」

　こくこく、と頷く。織衣の身体は反転させられ、秘所を孝哉の顔に押しつける格好になってしまった。

　織衣は、孝哉の下半身を直視させられている。もう少しで唇が触れそうだ

「な……こんなの無理！」

「どうして？　俺に触るのが嫌なのか？」

「ち、違う……あなたになら何だってできる」

「じゃあ構わないだろう。お互いに愛撫しよう」

「んっ……」

　孝哉の指が蜜襞をなで、淫核にキスをされる。織衣は、目の前に突きつけられた昂ぶりに手で触れてみた。

　すると、先端が動いてまるで生き物みたいだと感じる。熱を解放した後なので、まだ硬くはなっていないが、十分大きい。

　これが成長したものを受け入れているなんて信じがたい。手のひらを添わせて撫でさすり力加減を調節する。

　織衣自身も孝哉からの愛撫を受けていた。腰が疼いてくる。

「織衣のここ、とろけてきたな」

「……そんなところでしゃべっちゃ……っ」

　秘所に息が吹きかかりぞくぞくと震えが走る。織衣は、手に孝哉の昂ぶりを包んでいたが、動きを止めてしまった。

「感じすぎ。手をおろそかにしちゃ駄目だろ」

「ひゃあっ……」

　チュッ。蕾を吸われてお尻が上がってしまう。臀部をなで回す手の平に気をそがれたが、手を動かすことを意識した。

　丸い先端からくびれを強く擦ると、そこが体積を増してくる。つばを飲み込んだ。

「……ちょっとだけ足りないかな」

「え、……」

「俺がしているように触れてごらん」

　孝哉は、花びらを指と唇で撫で上げた。織衣は、目を瞬く。

　求められていることを理解し、唇を開いた。大きくなってきた昂ぶりを口に頬張る。

「んん……っ」

　苦しい。先端を含むとその熱さが伝わりどこかドキドキした。どうしてこんな気持ちになるのだろう。

　ちゅ、と軽いキスをして舌を沿わせた。舐めていると、孝哉からうめき声が聞こえた。

「……ああ」

　恍惚した声が、織衣の行為を加速させる。丸みを帯びた先端からくびれを強弱をつけて、撫で擦り口の中で焦熱を出し入れする。

「っ……また大きく……っ」

「織衣が頑張ってくれたからだ」

　ご褒美と言わんばかりに蜜口に、指が突き立てられる。

「っ……」

　口の中に膨れ上がった欲望を含んでいるため、喘ぎは外に漏れない。段々と涙目になってきた。

　孝哉のもたらす愛撫に酔いしれたまま動けなくなる。蒸せてしまった織衣は、ぐるりと身体をもちあげられた。

　身体を折りたたんだ状態の織衣は、孝哉が腰を顔に近づけてきたのがわかった。乳房に硬いモノが押しつけられる。

　胸の間に剛直が挟まっていた。そのまま孝哉は腰を使い始めた。

「ん……やっ」

　斜めに動いた丸い先端が、時折乳暈から乳首に当たる。

「試してみたかった」

　孝哉の声は、獣が発しているようだった。ふくらみの間で剛直が動く様は、エロティックだ。

　垂直に傾き、完全に起ちあがったものは織衣の肌の感触を楽しむかのように動いている。

　孝哉は膣ナ内カではなく、乳房に漲りを押し当てている。胎内に埋められていないのに、感じてしまっていた。

「いい……織衣、最高だ……くっ」

　孝哉の切羽詰まった声を聞き、限界が来ているのだと悟った。彼の首筋に腕を回す。

「駄目だ……俺はお前の中でイきたいんだから」

　孝哉が、身体をずらし、織衣の濡れそぼった場所に巨大な肉欲を挿入させた。

「はぅ……っ」

　頤おとがいをのけぞらし、つま先を丸める。痙けい攣れんしている膣に向けて容赦なく突き上げが繰り返される。白い火花が脳裏で弾け、必死でシーツを摑んだ。肩に両脚を抱え上げられ、一層繫がりが深くなる。

「孝哉さん……好き」

「好きだよ……俺の織衣」

　俺のと言われて、胸がきゅんと高鳴り胎内まできゅんと疼いた。

　背中に腕を絡めて抱きつくと彼と本当の意味で一つになっていると実感した。

「……イク……イきそう！」

「ああ、一緒だ」

　腰を穿うがつ弾ける音。どん、と胎内で爆発した気がした。情熱の証が、ありったけ注がれて、織衣は、倒れ込んでくる孝哉を受け止めた。

　

　結婚から半年が過ぎた。会社の御曹司という立場の彼と過ごす日々は、今までの織衣の人生とはまるで違い、何から何まで新鮮だった。

　結婚し、違う部署に異動することになり会社で顔を合わせることは減ったものの家ではいつも一緒だ。

　毎夜のごとく、抱きつくされて身が持たないという幸せな悲鳴を上げている。

　週末の夜は、朝まで甘い腕の中から、逃れることはできない。吐息が混ざり合い、お互いの身体が一つにとけてしまうほど求めあっていた。

　

　そんな日々を送っていた織衣は、ある日体調を崩した。

「……孝哉さん、遅れているの」

　決死の覚悟で伝えると、孝哉はうっすらと笑み妊娠検査薬を渡してきた。

「まだわかんないでしょ！」

　後ろから背中を抱きしめられ耳元でささやかれる。

「どちらでもいいよ。駄目なら、また頑張るだけだ」

　耳まで赤くなっているに違いない。孝哉が身体を離すとトイレに駆け込んだ。結果は陽性反応だった。

「……ちゃんと診てもらおうか」

　先ほどとは違い、とても真剣な表情で孝哉は言った。大きな総合病院の産婦人科に向かい診察を受けた織衣は、思わず隣に座る孝哉を仰ぎ見た。

「妊娠１０週目ですね。おめでとうございます」

　淡々と告げられた事実に、真実かどうかわからなくなる。きょとんとし、首を振る。

　握られた手の熱さを感じ、涙があふれてきた。診察室を出たところで、やんわりと抱きしめられる。背中に回された腕に手を添えた。

「織衣、ありがとう」

「も、もー、あなたのおかげでもあるんだから」

　ありがとう。ぼそっと呟くと背中をぽんぽん、と撫でられ頭を搔き抱かれる。

「今日はお祝いだな」

　手を繫いで病院を出て車に乗る。そのときになって実感がわいてきた。

　最近、体調を崩しやすかったし、食欲も以前よりなくなっている。吐き気を感じることがあったが、大したことではないと話さずにいた。

　そういうことだったのだと腑ふに落ちて体から力が抜けた。助手席で、うとうとし始めた織衣は、孝哉に揺り起こされるまで目を覚まさなかった。

　ぼんやりしたまま車を降りると寝室のベッドに運ばれる。目を覚ましたとき、隣で頰杖をつく旦那様の顔があり、飛びのきそうになった。

　あまりも綺麗で心臓に悪かったのだ。

「驚かせたか？」

「まつ毛長いし、くっきり二重だなって見惚れた」

「寝起き早々、デレてきた」

「っ……デレじゃない」

　柔らかな引力は、決して強い力じゃない。織衣のおなかを撫でる手は、既にその存在を感じようとしているようだ。

「た、孝哉さんは、どっちがいいの？」

　恐る恐る聞いてみると孝哉は、即答した。

「織衣によく似た子に決まっているだろ」

「孝哉さんに似た方がいいわよ。性別はどちらでもうれしいけど」

「そうだな。性別は男でも女でもいい。無事に生まれてくれさえすれば」

　ことん、と胸に寄り添う。

「織衣に似た女の子が生まれたら、嫁に出したくなくなるな」

「まだどっちかわからないわ」

　勝手に想像し始める孝哉に呆れる。

「仕事はどうする？　無理は駄目だからな」

「お腹が大きくなるまでは、続けたい。せっかく新しい部署で働けているんだもの」

「本当に俺の奥さんは、仕事熱心で頑張り屋さんだ。だが無理はするなよ！　もし何かあったら大変だからな」

　孝哉は褒めた後、釘を刺してきた。彼の言うことを聞かなければ、休暇ではなく辞めさせられてしまう。

　中途半端なことをしたくないから、それは絶対に避けたい。

「わかっているわ……好きよ、孝哉さん」

　頰に口づけたら、孝哉は一瞬固まった。

「襲われたいのか」

「ひっ……そんなわけないでしょ」

「お前が俺をほしがったらいつでもくれてやる。適度な性生活も胎教にいいわけだし」

「……う、うん」

　無駄な抵抗はやめておいた。妊娠が発覚するまで毎日のように睦みあっていたのだ。

　体調の悪いときを除いて、お互いの愛情を確かめることに異存はない。すやすやと眠りに落ちる瞬間、耳元で愛していると囁く声が聞こえた。

　

　それから、また７か月後が過ぎ、織衣は出産間近を迎えていた。出産休暇をとって３か月、孝哉の帰りをマンションで待つ日々。

　織衣を気遣ってくれる温かい周りの人たちに助けられ、心細さはなかった。

「もうすぐ生まれるのね」

「うん……予定日通りなら」

　会社の休日、孝哉が買い物に出ている間、怜子が遊びに来てくれていた。１人でいる織衣のために孝哉が呼んでくれたのだ。

　身重の織衣は、彼女におもてなしできないことをしきりに謝った。

「私は織衣の話し相手に来たのよ。気にしないの」

「怜子さんありがとう」

「ちょうど時間空いていたから大丈夫よ」

　怜子はそう言って笑いかけてくる。

「でも、不思議なものね。織衣の方が先に結婚して子供を授かるんですもの」

「怜子さんの赤ちゃんと同級生よ」

　織衣が結婚してしばらくすると怜子も結婚し、子供を授かった。怜子は、まだ妊娠初期でお腹は目立たないが、私達の子供と同級生だ。

「……いたっ」

　突然襲いかかっきた痛みにお腹を押さえた。床に座っていたので転がり落ちることはなかったのだが。

　怜子が織衣を呼び、その後しばらくすると、愛しい人の声が聞こえた。

「……大丈夫だ」

「ちょうど駆けつけるなんて部長はヒーローですね。織衣をよろしくお願いします」

　駆け付けた孝哉と怜子が話している。ぎゅっ、と手を握られたのを感じ安堵した。その後、横抱きにされて車に乗せられた。

「織衣の子は誰に似たのかせっかちだな」

　決して本気で困っているわけじゃなく、ただ感じた想いなのだろう。車の後部座席にもたれかかり織衣は、車に揺られていた。

　救急車じゃなく孝哉の運転で病院に向かってくれた。病院に着くと分娩室に入った。

　付き添ってくれようとした孝哉だが、分娩室の前で待つように言われ、出て行った。

　励ましてくれる看護師と医者にうなずき笑みを浮かべる。

「瀧澤さんは、強い人ですね」

　看護師が、前髪をかき分け汗を拭いてくれる。強いのだろうか。

　強いと言われることは多かったが、決して強いわけではなく強がっているだけだ。

　必死で強くあろうとして以前付き合った彼氏にはかわいげがないと思われ、振られた。

　本当の織衣を見て愛してくれたのは旦那様となった孝哉だけだ。

　職場でも頼りになる上司で恋人として付き合って彼の素敵な部分に触れて愛し結婚した。

　彼との子供が今生まれようとしている。お腹は張り裂けそうに痛むけれど、待ち望む瞬間まで耐えてみせる。

　ついていてくれる人に感謝を伝えたい。看護師から声がけをされ、しばらくしたのち織衣は、無事に出産した。

　赤ちゃんの高い声が、耳に届き笑顔を浮かべたまま涙を流した。取り上げられた赤ちゃんは、清められ身を起こした織衣に預けられた。扉が開いて、孝哉が入ってくる。

「かわいい男の子ですよ」

　看護師の声に、きょとんとする。胸が満たされていて幸せだ。

「あなた……」

　感極まったせいか、ふだん使わない呼び方で孝哉を呼んでいた。孝哉は身をかがめて、ベッドのそばにしゃがむ。

「かわいい男の子を産んでくれてありがとう」

　孝哉はそう言い置くと言葉を続けた。

「今日の織衣は本当に美しい。やはり母親とは神々しい光を抱いているものなんだな」

　しみじみ言う孝哉に口元を緩める。今日くらい素直に笑ってもいい気がする。

「孝哉さん、私頑張ったよね」

「もちろんだ」

　赤ちゃんをベッドに寝かせると頰擦りされる。

「生まれてきてくれさえすれば、どちらでもいい。俺と織衣の子なんだからな」

「そうよ」

「これから産まれた子供とみんなで幸せになろうな」

　孝哉の言葉に感動して涙が頬を伝い落ちてくる。　

　保育器に移動するまで３人で寄り添っていた。

　

　５年後、３１歳を迎えた織衣は目まぐるしい日々を送っていた。

　５歳になる長男の春はる陽ひと、２歳になった長女の水みず希き、そして旦那様である孝哉と織衣の４人での暮らしはとてもにぎやかで楽しいものだ。

　将来のためにマンションから瀧澤の実家に引っ越し、子供たちも祖父母と暮らしている。

「ママー」

　長男の春陽は、時折父親である孝哉を意識して甘えてくる気がする。長女の水希は、パパに甘えているので、同じことだが孝哉は長男に厳しかった。

　織衣の膝の上を独占する春陽を大人げなく引きはがすと織衣を抱き寄せる。春陽はぽかんとしたが、諦めず横から織衣の胸に顔をすり寄せてきた。

「こら、そこは俺専用だ。離れろ」

「嫌だ！」

「孝哉さん、相手は子供よ。大人げないこと言わないで」

　子供が生まれてから少し丸くなった織衣だが、孝哉には容赦がない。

「……そうだな。夜の織衣は俺が独占するし今だけだ」

　耳元でささやかれて、かあっと頰を染める。

「ママの顔、赤いよ。どうしたの？」

「……パパのせいよ」

　きょとんとする春陽の頭を撫なでる。膝にくっついてきた水希の頭もぽんぽん、と撫でた。

「みんな、宝物だ。ずっと守っていくからな」

　愛する人の言葉は、何より信じられる。

　社内恋愛で上司部下の関係を乗り越えて結ばれた２人の絆はどこまでも強く繫がっている。大切な宝物たちとともに。
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　こんにちは。雛ひな瀬せ智とも美みと申します。エリート上司と夫婦になりまして～極上御曹司は毎夜淫靡に愛を乞う～を読んでくださりありがとうございます。

　御曹司の孝哉はぐいぐい系で、自分でも驚きました。ツンデレ織衣は、意外にいじらしくてもろくて、孝哉はそういう意味でも守りたいと感じたんでしょうね。

　お姉さん的な存在である怜子がいてくれて、織衣も心強かったはず。

　怜子がいてくれて、私も救いになりました。

　粘着質な下山が、気持ち悪くて仕方なくて早く成敗してくれないだろうかと考えながら書いてました。

　奴の暴挙は、孝哉の怒りを増幅させて権力を使って追い払う結果に。

　織衣も辛い目に遭わせてしまったけど最愛の人が、窮地を救ってくれて彼への愛しさが増したと思うんです。ツンデレで意地を張るけど、とても乙女で健気な女性です。

　孝哉は、抜け目がなさ過ぎ。

　ご両親である社長夫妻に、恋人、そして近い将来の結婚相手として織衣を紹介したとき、織衣は緊張で胸がいっぱいだったけど、上流階級だけど気取らない優しさの孝哉の両親に

ほっとしたり。

　織衣を苦しめるのは、下山だけでいいと思ったので他の波乱はないです。

　隙あれば求めてくる孝哉に、愛される歓びを知った織衣。

　可愛くてたまらない織衣を溺愛する孝哉。

　

　内容が伝わる素敵なタイトルをつけていただいて感謝しております。

　結婚後の場面まで、孝哉は変わらず一身に愛を注ぎました。

　二人は真実の愛を教えてくれた孝哉と末永く幸せでいてくれると思います。

　

　素晴らしい表紙絵を描いて下さったカトーナオ先生、ありがとうございます。

　孝哉がダンディ―で色っぽく、織衣もすごくかわいかったです！

　二人の甘く激しい夜を想像させる雰囲気でとても素敵でした。

　親身になってご指導くださった担当様、ありがとうございます。初めてのレーベルで右も左もわからない私はとても心強く感じました。

　

　ここまで読んでくださった方、ありがとうございました。

　少しでも楽しんでくださったいたら幸いです。






雛瀬智美
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ＴＬ小説を書いています。

ヒロインが一途に溺愛されるお話が好きな方は読んでみてくださいね。
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エリート上じょう司しと夫ふう婦ふになりまして

～極ごく上じょう御おん曹ぞう司しは毎まい夜よ淫いん靡びに愛あいを乞こう～
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●著作権に関して
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●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。
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